
松
戸
版
教
育
改
革
プ
ラ
ン

を
策

定
す
る
た
め
、
昨
年
６
月
に
教
育

長
の
諮
問
機
関
と
し
て

、
公
募
市

民
を
含
む
十
五
人
の
委
員
で

構
成

す
る
松
戸
市
教
育
改
革
市
民
懇
話

会

〔
会
長
＝
高
倉
翔
氏

（
明
海
大

学
学
長
）
〕
を
設
置
し
、
十
回
の
全

体
会
、
五
回
の
小
委
員
会
等
の
審

議
お
よ
び
意
見
聴
取
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

９
月
1
7日
、
教
育
長
に
中
間
報

告
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ

の
骨
子
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
今
後
、
懇
話
会
で
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
最
終
報
告
に
向
け

て
の
ご
意
見
を
募
集
し
、
さ
ら

に
審
議
を
重
ね
、
年
度
内
に
ま

と
め
て
い
く
予
定
で
す

。

圖
教
育
委
員
会
企
画
管
理
室

昔
3
6
6

・
７
４

″３
Ｒ
｝

特色ある学校を創る！

松 戸 版 教 育 改 革

総
合
的
な
学
習
の
時
間
（
三
世
代
交
流
）
　
－

小

金
南
中
学
校

」

第

一

基

本

的

な

考

え

方

１

松

戸

市

は

、

国

の
教

育

改

革

の

動

向

を

見

極

め

な

が
ら

、

市

の

特

性

と

実

情

を

加

味

し

た

分

権

型

の

改

革

を

目

指

す

と

と

も
に

、

こ

れ

ま

で

の
教

育

改

善

努

力

に

加

兄

一
層

「
迅

速

か

つ
果

断

」

な

教

育

行

政

の
推

進
を

目

指
し

て

い
ま

す

。

懇

話

会

は

。
今

、
求

め
ら

れ

る

の
は

何

よ

り

も

実

行

で

あ

る

’
と

認

識

し

、「
変

化

に
対

応

す

る
こ

と

に

留

ま

る
こ

と

な
く

、
自

ら

変

化

を

創

り

だ
す

」

視

点

に

立

っ
て

、

時

代

と

次

代

に
相

応
し

い
改

善

と

改

革

を

実

施

す

る
と

と

も
に

、
誰

が

い

つ

、
何

を

な

す

べ

き

か
具

体

的

な
実

行

計

画

を
提

示

し

、
で

き

る
こ

と

は
直

ち

に

実
行

し
て

い
く

こ

と

が
必

要

で

あ

る
と

考
え

ま

し

た

。
そ

し

て

、

そ

の
視

点

を
松

戸

市

教

育

改
革

の
基

本

コ

ン

セ

プ
ト

と

し

ま

し

た

。

２
　

確

か

な

学

力

と

知

力

、

豊

か

な
ｔ心
と
社

会

性

な
ど

を
身

に
付

け

、

生

涯

に

わ
た

っ
て

自

分

ら
し

く

、

自

己

を

追

求

し

、

自
己

実

現

を

図

る
こ

と

は
誰

も

が
望

む
こ

と

で
す

。

そ

の
た

め

に

学

校

・
家

庭

・

地

域

が
そ

れ

ぞ

れ

の
役

割

を
見

つ

め

積

極

的
に

教
育

責

任

を

果

た

す

と

と

も

に
、

相
互

連
携

の

充

実

を

図

り

技
術
家
庭
科

授
業
　
－

第

中
間
報
告
書
を
教
育
長
に
手
渡
す
松

戸
市
教
育
改
革
市
民
懇
話
会
会
長
・

高
倉
翔
氏
（
写
真
右
）

な
が
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
教
育
力
を
高

め
令

つ
こ
と

が
必
要
で
あ

る
と

考

え

ま
す
。

㈲
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
化

を

椎
進
す
る
制
度
設
計

【
行
政

が
早

急
に

検
討

す
べ

き
課

題

】

一

「
学
校
へ
の
地
域
参
加
≒

学
校

の
地
域
参
加
」
を
目

指
す

た
め
に
、

学
校
施
設
等

の
管
理
を

地
域
に
委

譲
す

る
こ
と
に

つ
い
て
検

討
す
る

こ
と

●
「
読
書
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

「
心

の
教
育

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」

等
、

教
育

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
の
活
用

や
コ

上

ア
イ
ネ

ー
タ
ー
の
整
備

に
つ

い

て
検
討
す

る
こ
と

・

個
に
応
じ
た

教
育
の
充
実
お
よ

び
学
校
経
営

の
活

性
化

を
図

る
た

め
に
、
学
区

ゾ
ー
ン
制

な
ど
の
導

入
を
検
討
す

る
こ

と

３
　

多
様
な
支

援
を
可

能
に
す
る

教

育
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
ま
す

■
第
二

改
革
の
視
点
と
提
言

１

児

童
生
徒
に
基

礎
基
本
を
定

着
さ
せ

る
学
校

教
育
を
行
い

ま
す

①
確

か
な
学
力

の
定
着

個
基
礎
的

基
本
的

な
内
容

の
徹

底

㈹
き

め
細
か
な
指
導
の
充
実

朏
資
源

の
再
配

分

【
行
政

が
早

急
に

検
討

す
べ

き
課

題
】

一

「
特
色

あ
る
学
校

づ
く
り
」

の

「
情
報
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
の

五
中
学
校

達

成

の
た

め

に

、
予

算

、

人

事

等

に

関

わ

る

「
校

長

の

裁

量

権

」

の
拡

大

に

つ

い
て

検

討

す

る
こ

と

●
４

臨

（
※
）
　の｛
疋
着

と

き

め
細

か

な

授
業

の

実

施

の
た

め

の

ス

タ

ッ

フ

の

派

遣

に

つ

い

て
検

討

す

る

こ

２
　

学

校

を
拠

点

と

し

た

地

域

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

づ

く

り

を
推

進
し

ま

す

①

地

域

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

核

と

な

る
学

校

の

開

放

襾

地

域

の
教

育

資

源

の
活

用

①
学
習
環
境
・
シ

ス
テ
ム
の
侑

立

②
セ
イ
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
の
整
備

㈲
市
内
に
あ
る
大

学
等
と
の
連
携

「
行

政

が
早
急

に
検
討

す

べ
き

課

題

」

一

松
戸
市

全
体
の
生
涯

学
習
環
境

の
整
備

に
つ
い
て
多
元

的
に
検
討

す

る
こ
と

一

生
涯

学
習
の
充
実
の
た
め
に
、

市

内
に

あ
る
大
学
等
と
の
連
携
に

つ
い
て
検
討
す
る
こ
と

４
　

評
価

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

教

育
情
報
を
公

開
し
ま
す

困

教
育
行
政
・
学
校
評
価

シ
ス
テ

ム
の
再

構
築

※4Rs

基礎基本の中でもとりわけ

読 み(reading) 、書 き

(writing)、計算(arithmetic)

の３Ｒｓに社 会生 活を 営 む

上 で 基 本的に 必要な 責 任

(responsibility) を力]えた4

点。

②
多
面

的
な
学
校
評
価
の
実
施

㈲
教
員
の
指
蔘
刀
同
上

と
学
習
支

援
者

の
育
成

0
0市
民
に
よ
る
教
育
行
政
の
評
価

と
そ

の
反
映

【
行

政

が
早
急

に
検
討

す

べ
き
課

題

】

一

市
民

に
対

す
る
教
会
効

果
の
確

認
、
向
上
の
た
め
の
教
育

行
政
評

価

シ
ス
テ
ム
確

立
に

つ
い
て
検
討

す
る
こ
と

一

学
校
の
教
育
活
動

の
充
実

お
よ

び
教
員
の
資
質
向
上
に

つ
な
が
る

学
校
評
価

や
研

修
等

の
シ
ス

テ
ム

の
開
発
に
つ

い
て
検
討
す

る
こ

と

生活科「お豆腐づくり」の授業　一 根木
内東小学校

５
　

特
に
配

慮
す
べ

き
更

垠

惠
瓊
１
：

多

様
な
ニ

ー
ズ
を

踏
ま
え

、
確
か
な
財
源
に
支

え
ら

れ
た
総
合

的
対
応
を
行

う
こ

と

事
項
２
・
：
市
民
と
行

政
と

の

協
働

で
進
め
る
教
育
を
推
進

す
る
こ
と

事
項
３
　

松
戸
市
民
と
し
て

の
誇
り
を
も
て

る
文
化
と
教

育
の
環
境
づ
く
り
を
行
う
こ

1
0月
2
0
日

剛

午

後

１

時

か

ら
　

会

場

市

役

所

議

会

棟

三

階
特

別

委

員

会

室

※
中

同

報

告

全
文

は

、

教

育
委

員

会

企
画

管

理

室

、

図

書

館

（
分

館

）

お

よ

び
行

政

資

料

セ

ン

タ

ー
で

閲

覧

で

き

ま

す

。

固

教

盲

青

貝
会

企

画

管

理

室

昔
3
6
6・
7
4
5
5

人口と世帯

人口　470,453人 ［＋　258］

男　236,836人 ［＋　118］

女233,617 人 ［-卜140 ］

世帯189,017 世帯［十　200］

※平成12 年国勢調査の確定値を基準とし
て集計し た常住人口です。

新設市営住宅 入居者募集　　 ②

子どもが病気､でも仕事は休めない! ③

好評です！パートナー講座　 ④

秋の市民ぐるみでクリーンデー⑤

情 報チャンネル　　　　　 ⑥⑦

主な内容

松戸市教育改革市民懇話会中間報告について 意見を募集します

中

間

報

告

全

文

は

教

育
委

員

会

ホ

ー

ム

ペ

ー
ジ

で

公

開

し

、
市

民

相

互

の
意

見

交

換

テ

ー

マ

と

し

て

設

定

し

て

い
ま

す

。
皆

さ

ん

の

ご
意

見

を

お

待
ち

し

て

い
ま

す

。

意

見

募

集

は

、
1
0
月
1
6
日

水

ま

で

、
手

紙

、

フ

ァ

ク

ス

お

よ

び

メ

ー

ル

等

で

受

け

付

け

ま

す

。

〒
2
7
1
－
8
5
8
8

松

戸

市

教
盲

委
員
会

企

画

管

理

室

ｃ
Ｒ
」
　
ｈ
ｔ
ｔｐ
:込
w
 
w
w
.
i
nｔｅ
ｒ
ｓ
ｈ
ｉｐ
.ｎ
ｅ
.ｊｐ
ぺ
~ｋ
ｙ
ｏ
ｕ
ｉｋ
ｕ
／

ｍ
‐
ヨ
畆
一
　
ｋ
ｙ
ｏ
ｕ
i
kｕ
＠
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ｔｅ
ｒ
ｓ
ｈ
ｉｐ
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ｅ
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フ

ァ
ク

ス
　

嫋

・
6
5
0
6

■
市
民
の
意
見
を
聞
く
会
を
開
催
し
ま
す



入
居

資
格
…

①
日
本
国

籍
を
有
す

る
人
、
ま

た
は
外
国
人

で
申
し

込

み

（
入
居
）

時
に
在

留
期

間
が
有

効
で
、

か
つ
松

戸
市

に
外
国
人

登

録
を
し
て

い
る
人
②
松
戸
市
に
住

民
登
録
を
し
て

い
る
人

、
ま
た
は

市

内
に
勤
務
場
所
を

有
す

る
人

③

入
居

の
際
に
同

居
す

る
親
族
が
あ

る
人

（
老
人
単

身
住
宅
を
除
ぐ
）

④
年
附
総
収
入

が
別
表
Ｉ
・
２

の

収
入
基
準
に

該
当
す

る
人

（
た
だ

し
、
二
人
以
上

の
収
入

が
あ
る
世

帯

二
募
婦

（
夫

）
控
除
・
障
害
者

控

除
の
対

象
者
の
い
る
世
帯
に
つ

別表1　 給与所得者1人の場合の早見表（前年1年間の総収入金額）

家族数 単身者 2人 3人 4人 5人

原則階層
総収入金額

3,6ﾜ5,999円
以下

4,151,999円
以下

4,627,99言 5,103,999円
以下

5,5ﾜ5,999円
以下

裁量階層
総収入金額

∠1695,999 円

以 下

5,1ﾜ1,999 円

以 下

5,64ﾜ,999 円

以 下

印23,999 円

以 下

6,595,999 円

以 下

別表2　 事業所得者1人の場合の早見表(前年1年間の必要経費控除後の所得金額)

い
て

は

、

金

額

が
変

わ

り

ま

す

）

⑤
持

家
を

有

し
て

い
な

い
こ

と
等

、

現

に

住

宅

に

困

窮

し

て

い

る
こ

と

が
明

ら

か

な
人

⑥
平

成

Ｈ

年

度

空

家

募

集

に

お

い
て

当

選

お

よ

び
補

欠

で

入

居

未

斡

旋

に

な

っ
て

い

る

人

も

申
し

込

み
可

募

集

案
内

書

の

配

布
・
：
1
0
月

７

囗

丱
～
1
7
日

水

（
土

・
日

曜

日

、

祝

日

を

除
ぐ

）

午

前

９

時

～

午

後

５

時

の
問

に

住

宅

課

と

各

支

所

で

配

布申

込
戞

付

…
1
0
月
1
5
日

㈹
～
1
8
日

蚩
午

前

９

時
～

午

後

５

時

の
間

に

市

役
所

本

館
二

階

第

丁

第

二

会

議
室

で
受

け
付

け

入

居

予

定

廴

平

成
1
5
年

３

月

※
応

募

者

多

数

の

場

合

、

公

開

抽

選

に
よ
Ｉ

入

居

者
を

決

め

ま
す

。

※
家

賃

・
必
要

書

類

そ

の
他

詳

細

は

、

募

集

案

内

書

を

ご
覧

く

だ

さ

い
。

※
今

回

募

集

す

る

住

宅

は

、
建

主

（
民

間

人

）

が
住

宅

金

融

公

庫

を
受

け

て

建
設

し

た

建
物

を

。

市

が

一

括
し

て

借

上

げ

市

営

住

家族数 単身者 2人 3人 4人 5人

原則階層
総所得金額

2,400,000 円

以 下

2,ﾜ80,000 円

以 下

3,160,000 円

以 下

3,540,000 円

以 下

3,920,000 円

以 下

裁 量 階 層

総 所 得 令 鯔

3,216,000 円

以 下

3,596,000 円

以 下

3,9ﾜ6,000 円

螳 下

4,356,000 円

螳 下

4,ﾜ36,000 円

以 下

特別養護老人ホーム松戸愛光園

宅
と
し
て
市
民
に

供
給
す
る
住

宅
で
す

。

圈
住
宅
課
住
宅
政
策
係

昔
3
6
6
・
７

今回募集する住宅の概要

住宅名等 住宅の種別 募集戸数 室構成 専用面積（㎡）

（仮 称 ） 八 柱 第 二 市 営

住 宅 （ﾜ 階 建 ）

所 在 日 暮3 丁 目6 の1

一般世帯向け 纐 3DK 65.10

一般世帯向け ６ 2匚DK 58.80

母子世帯向け ６ 2匸DK 58.80

身体障害者世帯向け ２ 2匚DK 58.80

老人世帯向け ３ 2DK 4ﾜ.25

老人単身｢古]け ３ 1DK 4ﾜ.25

1
0月
2
7日

錆
は
参
議
院
千
葉
県
選
出
議
員

補
欠
選

挙
の
投
票
日

で
す

告

示

日

…
1
0
月
1
0
日

困

投

票

日

…
1
0
月
2
7
日

㈲

投

票

時

間
・：
午

前

７
時

か
ら

午

後

８

時

ま

で

投

票

で

き

る
人

…

昭

和
5
7
年
1
0
月

2
8囗

ま

で

に

生

ま

れ

、
平

成
1
4
年

７

月

９

日

ま

で

に

松

戸

市

に

転
入

届

出

を

し

、

引

き

続

き
居

住

し

て

い
る

人

。
平

成
1
4
年

７
月
1
0
日

以

降

に

千

葉

県

内

の
市

区

町

村

か

ら

転

入

し

た

人

は
、

前

住

所

地

で

投

票

で

き

る
場

合

が
あ

り

ま

す

の
で

、

前

住

所

地

の
選

挙

管

理
委

員

会

に

お

問

い
合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

投

票

所

整

理

券
・：
1
0
月

７
囗

菲
以

降

各

世

帯

の
世

帯

主

あ

て

に

、
圧

着
（

ガ
キ

で

発

送

し

ま

す

。

裏
面

を

は

が
す

と

一
枚

の
（

ガ
キ

に
同

一

世

帯

の
最

大

四

人

ま

で

が
記

載

さ

れ
て

い
ま

す

の
で

、

投
票

の

際

は

各

自

そ

れ

ぞ

れ
切

り

離
し

て

必

鉄骨鉄筋コンクリート、地下1階地上5階建て、全室個室・ユニットケア型

居室･･･約17 平方メートル（居室内のトイレを含む、洋室 吋口室）

居室設備…トイレ 、洗面器、ベッド、冷暖房設備、ナースコール

共同設備…食堂、談話・機能訓練室、浴室、地域交流スペース

サービス内容…日常生活介護、緊急時の対応、相談等

対象…要介護1 ～5の認定を受け、在宅で必要な介護を受けることが困難な

ことにより、日常生活にお困りな大

開設…平成15 年5月１日（予定）

利用料…介護保険法で定められる施設サービス費の一割および基本食事サー

ビス費のづB

※介護報酬制度の見直しに伴い、別途､ 居住蒻が必要となる場合があります。

交通…JR 武蔵野線市川大野駅から徒歩12 分、JR 常磐線「松戸駅」から京成

バス「市立東松戸病院行き」で「市立東松戸病院」下車、徒歩約1 分

入所相談…10 月から相談を受け付けています

圜社会福祉法人聖隷福祉事業団 松戸愛光園準備室R330 ―8125

ず
本
人

が
持
参
し

て
く

だ

さ

い
。

他

の
人

が
使
用

し
て
投
票
し
ま
す

と
罰

せ
ら
れ
ま
す
の
で
注

意
し

て

く

だ
さ

い
。

不
在
者
投
票
…
投
票
日
当
日
に
冠

婚
葬
祭
等
の
予

定
が
あ
る
人
、

ま
た
会
社
の
出

張
や
自
営
業
な

ど
仕
事
が
あ
る

人
、
あ
る
い
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
の
私
用
で
投

票
区
の
区
域
外

に
い
る
人
は
、

不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。
受

付
に
用
意
さ
れ

た
不
在
者
投
票

宣
誓
書
兼
請
求

会場 市役所本館2階大会議室 市内8支所

期間 10月10日収～26 日出 10月18日廊～26 日出

時間 午前8時30分～午後8時 午前8時30分～午後8時

※不 在 者 投 票 は 上 記 の 問 、土 ・日 曜 日 、 祝 日 を 含 む 毎

囗で き ま す 。

第２０回 ふ れ あ い 広 場
「広げよう心の輪を」をテーマに、障害者や高齢者など多くの市民の交流の

場として、5つのイベント広場を企画しました。

皆さんのご来場をお待ちしています。

会　場 内　　　容

パ フ ォ ー マ ン ス の広

場

車 い す 社交 ダ ン ス ・車 い す フ ォー ク ダ ン ス 、マ ジ ック シ ョ ー ・

シ ャツ リン グ 、踊 り 、社 交 ダ ン ス 、歌 謡 、小 金 囃 子 づ 口太 鼓 他

参加・体験の広場

手 話 、点 字 体 験 、山 の 幸 染 、生 け 花 体 験 、折 り 紙 体 験 、絵 手 紙

体 験 、体 験 茶 会 、こ と ば の 教 室 体 験 、おも ち やの 図 書 館 ・お も

ち やの 病 院 、ふ れ あ い ダ ン ス 他

相談の広場 痴 呆 介 護 相 談 、介 護 相 談 、地 域 福 祉 権利 擁 護 相談 、施設 相談 他

模擬店の広場

バ ザ ー 、 家 庭 用 品 バ ザ ー 、販 売 （ク ッ キ ー ・ポ ッ プ コ ー ン ・モ

チ 焼 ・チ ョ コ バ ナ ナ ・イ カ 焼 き ・チ ー ズ ド ッ ク ・手 作 り 品 ・古

着 ・ 雑貨 ・手 芸 品 ・野 菜 ・再 生 自 転 車 ）、模 擬 喫 茶 他

活 動 作 品 展 示 の 広 場 団 体 活 動 紹 介 、絵 画 一作 品 展 示 、パ ネ ル 展 示 、福 祉車 両 展 示

10月2ﾜ 日⑤午前10 時～午後3時　会場総合福祉会館（上矢切299 の1）　費

用入場無料　交通松戸駅から「矢切経由市川駅行」バス、「浅間台」下車　駐車

場矢切小学校および指定の駐車場（駐車場から会場までの送迎巡回車を運行）

圜松戸市社会福祉協議会ボランティアセンターS362-5963

そ
の
一
〇
一
　
今
年
の
『
Ｅ
 
ラ
イ
ン
・
ビ
ユ
ー

テ
イ
フ
ル
大
賞
』
は
米
倉
涼
子
さ
ん
が
受
賞
！

毎
年

現
在
活
躍
中

の
女
優

さ

ん
な
ど
著
名
人
の
中

か
ら

、
特

に

歯
並

び
の
良

い
、
美
し

い
横

顔

の
大

を
選

ぶ

「
Ｅ
－

ラ
イ
ン

ー
ビ
ユ
ー・
テ
イ
フ
ル
大
賞

」
と

い
う
の
を
ご
存
じ
で
し
よ
ラ

か
。

Ｅ
－

ラ
イ
ン
と
は
そ
も
そ

も

歯
科

矯
正

治
療
で
用

い
ら

れ
る

指

標
で
、
鼻
の
先
と
下
顎

の
先

を

結
ん
だ
線
に
対
し
て
唇

の
位

假

が
ど
こ
か
に
よ

っ
て
口
元

の

美
し

さ
を
表
そ
う
と
し
て

い
ま

す

。
東

洋
人
の
理
想
と
し

て
は

Ｅ
－

ラ
イ
ン
に
唇
が
接
す

る
か
、

一
～
二
い
中
に
入

る
ぐ
ら

い
が

良

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

矯
正

治
療
で
歯
列

や
噛

み
合

わ
せ
を
正

し
く
し
、
前
歯

の
傾

斜

を
整
え

、
顎

の
骨
に
対
し
理

想

的

な
位

置
に

移
動

す

る
と

、

Ｅ

上

ツ
イ
ン
と
唇
の

関
係

も
改

善
し

ま
す
。
従

っ
て
矯
正
医

に

は
治
療

後
の
目
標

や
評
価

を
す

る
う
え

で
な
じ
み
の
深

い
も
の

と
な
っ
て

い
ま
す
。

日
本
成
人
矯
正
歯
科

学

公
が

主

催
し

、
横
顔

の
バ
ラ
ン
ス
の

改

善
も
矯
正
治
療

の
魅
力

の
一

つ
で
あ
る
こ
と
、
お
子

さ
ん
だ

け
で
は
な
く
大
人

の
方
に
も
矯

正

治
療

が
可
能

で
あ
る
こ
と
な

ど
を
皆
さ

ん
に
知

っ
て
頂

こ
う

と

「
Ｅ
－

ラ
イ

ン

ー
ビ
ュ

ー
テ

ィ
フ
ル
大
賞

」
を
企
画
し
て

い

ま
す
。

今
年

の
大
賞

は
ド
ラ

マ
、
Ｃ

Ｍ
な

ど
で
活
躍

中
の
米
倉
涼
子

さ
ん
で
し
た

。
実

物
を
拝
見
し

ま
し
た

が
横

顔
の
ラ
イ
ン
は
も

ち
ろ
ん
で
す

が
、
歯
並
び
も
噛

み
合
わ
せ
も

良
い
人
で
し

た
。

歴
代

の
受
賞

者
を
歌
手
の
Ｍ

Ｉ
Ｅ
さ
ん
、
女

優
の
池
上

李
実

子
さ
ん
、
藤
谷

美
紀
さ
ん
、
清

水
美
砂
さ
ん
、
佐
藤
藍
子
さ

ん
、

天
海
祐
希

さ
ん
、
宮
沢
り
え
さ

ん
と
堂

々
た

る
メ
ン
バ
ー
で
し

た
。矯

正
治
療
を

す
る
と
女
優
さ

ん
の
よ
う

に
な
れ
る
と

い
う
こ

と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
歯
並

び
や
口
元

が
変
わ
る
と
雰
囲
気

も

変
わ
り

、

積
極

的

に
な
り

、

矯
正
前
よ
り
生

き
生
き
し
て

い

る
人
も
少
な
く

あ
り

ま
せ
ん

の

で
、
同
様
な
効

果
と
言

っ
て

も

よ

い
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

（
松

戸

歯

科

医
師

会

）

オ
ス

ト

メ
イ
ト

社
会
適
応
訓
練
講
習
会

1
0月
2
6
日

出

正

午

～

午

後

５

時

会

場

印

西

市

文

化

ホ

ー

ル
　

内

容

①

補

装
具

展

示

相

談

②
講

演
「
再

発

と

転

移

の
予

防
」
「
外

出

・
外

泊

に

供
え

る

こ

と

」
　

講

師

千

葉

県

が

ん
セ

ン

タ

ー
医

師

・
渡

邊

敏

氏

、

日

本

医

科

大

学

附

属

千

葉

北

総

病

院

専

門

看

護
士

・
渡

辺

光

子

氏
　

対

象

県

内

の
オ

ス

ト

メ
イ

ト

と

そ

の
家

族

お

よ

び
医

療

関

係

者

費

用

無

料

回

日

本

オ

ス

ト

ミ

ー

協

会
千

葉
県

支

部

事

務

局

昔
0
4
7・
4
5
2・
6
4
3

3

（
月

・
火

・
金

曜

日

の
み

）

新設市営隹宅

入居者募集

歯
を
大
切
に

（
人
工
肛
門
・
人
工

膀
胱
造
設
者
）

※「裁量階層」と は次の世帯を 指し ま す．

高齢者世帯 一障害者世帯 一戦 傷病者世帯 ・被爆者世帯 ・海 外引揚者世帯 ・ハン セン

病療養所入所者 等世帯

(デイサービス・

ｼ ョートステイ併設）が、来春５月開 設へ

特別養護老人ホーム松戸愛光園完成予想図

市立福祉医療センターや松戸ニッセイエデンの園を含む緑豊かな「松戸市

しあわせ村」の中で、全室個室・ユニットケアの快適な住環境での、家庭的

で潤いのある生活を支援します。

また、高齢者の暮らしを地域と

共に支えることを目指して、地域

交流スペースが整備されます。

所在地…高塚新田128 の8

定員…100 人（ショートステイ20

人）

構造‥･鉄筋コンクリート迪リー刪

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

書

に
記

名
等

を
し

て

い
た
だ

き

、

記

さ
れ
て

い
る
理
由

の
中

か
ら
該

当
す
る
も
の
を
選
ん
で
く
だ
さ

い
。

手

続
き
に
印

鑑
は
不
要
で
す

。

郵

便
投
票
…
身
体
に
重

度
の
障
害

が
あ
る
人

（
身
体
障
害
者
手

帳
ま

た
は
戦
傷
病
者
手
帳

の
交
付

を
受

け

、

一
定

の
障

害
を

有
す

る
人

）

で
自
書
で
き

る
人

が
、
郵
便

投
票

証
明

書
の
交
付
を
受
け

た
場

合
に

は
、
郵

便
に
よ

る
投
票

が
で
き
ま

す

。
手
順

は
次
の
と
お
り

で
す

。

①

郵
便
投
票

証
明

書
の
交
付
の
申

請
・：
申
請
時
に
は
手
帳
の
提
示
（
ま

た
は
コ
ピ

ー
し
て
郵
送

も
可

）
が

必
要

で
す
。

②
投
票
用

紙
の
請
求
…
1
0月
2
3日

團
ｔ

で
で
す

（
郵
便
投
票

証
明

書

を
添
え

て
請
求
し
て
く
だ

さ
い
）
。

※
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く

だ
さ

い
。

固
市

選
挙
管
理
委

員
会

事
務
局

昔

3
6
6
・
7
3
8
6

■
Ｈ
月
1
7日

㈲
は
、
松
戸
市
議

会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
（
予

。

定
）
で
す

。

一
票
は
　
社
会
を
動
か
す
ね
じ
ま
わ
し



子
ど
も
が
病
気
、
で
も
仕
事
は
休
め
な
い
！

乳
幼
児

が
病
気

の
回
復
期

に
あ

っ
て
、
保
育
所
や
幼
稚
園
、
家

庭

に
お
け
る
保
育

が
困
難
な
場
合
、

一
時
的
に
保
育
を
行
弓
病

院
併
設

の
保
育
園

が
、
市
内

に
二
ヵ
所

あ

り
ま
す

。

対
象
と
な

る
お
子
さ
ん
…
次

の
す

べ
て
に
該
当
す
る
乳
幼
児

①
甫

内

に
住
所

が
あ

る
か
、
市
内

の
保
育

所
に
入
所
し
て

い
る
②

生
後
五
十

七
日
目
か
ら
就
学
前
日
ま

で
の
年

齢
に
あ
る
③
唇

喬

箝

期

の
た
め
、

集
団
保
育
や
家
庭
保
育

が
困
難

で

あ
る

鶯

甲
：
四

時
間
以
内
千

二
百
円

、

以
降
一
時
間
に

つ
き
三
百
円

（
市

外
の
人
は
別
料
金

に
な
り

ま
す

）

利
用
手

続
き
：

甫
窗
に
保
育
園
に

予
約
し
、
申
請
を
し

て
く

だ
さ

い
。

※
生
活

保
護
世
帯
、
前

垂

肬
市
民

税
非
課
税
世
帯

に
該
当
す

る
場

合
は
、
予
約
時

に
申
し
出

て
く

だ
さ

い
。
ま
た
、
申

請
時
に
証

明
書
を
提
示
し
て
く

だ
さ

い
。

地域で子育てを バックアップ

まつどファミリー・サポー卜・センター

まつどファミリ一 一サポート・センタ ーは育児援助を行いたい人と育児擺助を

受けたい人からなる 会員組∃S哉で、現在 、次の2つの事業を行っています。

施設名 新松戸乳幼
児健康支援ディサービス

ひまわり保育園（新松戸中央総合病院）
八柱乳幼児健康支援デイサービス
ひよこ保育園（新八柱台病院）

所在地
新松戸1の192　ソフィア新松戸102 号
(JR新松戸駅から徒歩ﾜ分)

日 暮1 のﾜ の2　 新 八 柱 台 病 院 新 館6F

(JR 武 蔵 野 線 新 八 柱 駅 、新 京 成 八 柱

駅 か ら 徒 歩1 分)

電話番号 S309-6622 S38 ツー83引

保育時間
平日…午前8時～午後ﾜ時
土曜日…午前8時～午後○時30分

平日…午前8時～午後6時
土曜日…午前8時～午後O時30分

休業日 日曜日、祝日、年末年始（12月29日～唄3 日）

提供会員…育児援娵]活動に理解と熱意のある人

利用会員…市内在住･在勤で､ 生後4ヵ月以上10 歳未満のお子さんがいる人

援助活動の内容…保育所･ 幼稚園・小学校・学童保育所の①開始時問ま

での保育②終了時圜後の保育③施設までの送迎等( その他の理由でも臨

時的に終日保育します)

費用…年会費1,200 円、提供会員への報酬として、月～金曜日の午前6

時～午後10 時の間は1 時間｢700円 、土・日曜日、祝日その他の時間帯は

1時間900 円、その他実費がかかります。

松戸市子育て支援ホームページでは、子育てに圉する情報を公開しています。

URLhttp:// ｗｗｗ.intership.ne.jp厂children/

入園資格市内に住所があり，平成9年∠1月２日

～10 年4月１日の問に生まれた幼児　保育期間1

年 募集定員70人 受1寸日時①11月１日窗午前9

時～午後4E時②11 月5日脚～ﾜ日困午前9時～午後

4E時　受付場所中部小学校附属幼稚園（松戸

2062)　 持ち物幼児の住民票1 通と印鑑　費用

①制服・帽子代・学用品等＝約10,000 円②入園

料=3,000 円（入園㈲）（沺呆育料=6,000 円（毎

月）④齡食費・絵本代等＝約5,0 00円（毎月）

※入園面接の日程については受け付けのときに

お知らせします。

圈学務課学務係25366  -745ﾜ ，中部小学校附属

幼稚園IS363-2569

｢おはなしボランティア｣ が乳幼児(0

歳～3歳程度) とその保護者に絵本の読み

聞かせを行ないます。

利用対象者…市内に在住、または市内に里帰り中で、家事・育児の援娵］

を必要とする、おおむね産後4週間以内の母親がいる世帯

援助事業の内容…家事に関する事（食事の準備や後片付け 一生活必需品

の買い物・掃除 一洗濯等）新生児および乳幼児の育児に関する事（授

乳・も＜浴・オムツ交換等）産婦の身体介甬に関する事

費用…年会費1,200 円 、提供会員への報酬として、月～金曜日の午前8

時～午後6時の間は1時間900 円 、土・日曜日、祝日、その他の時固帯は

1時間1,100 円、その他実費がかかります。

圃電話でまつどファミリー・サポート・センター≪330-29 ∠目へ

期日 会　　場

10/15: 火)
チ ェ リ ツ シ ュ ・サ ポ ー ト ・シ ステ

ム （野 菊 野 保 育 園 内 ）

10/18R
CMS 子 育 て 支 援 セン タ ー （六 高 台

保 育 園 内 ）

10/25R 常盤平児童福祉館

就学時健康診断のお知らせ
来年4 月に小学校に入学するお子さんの健康診断を 、

下表の日程で行います。

時間吝午前10 時30 分～11 時10 分　定員

当日先着20 組 費用無料

圖市立図書館Q365  ―引 巧 、聯松戸市お

はなしキャラバン公34∠ﾄｰ303ﾜ

私立幼稚園では、次のとおリ来年度の入園児を募集

します。

願書配布10 月 巧日内から　願書受付捐月1日㈹から

固募集内容等については、直接、吝幼稚園へ

私立幼稚園一覧表

該当者には10 月５日付けで通知書を発送しますが、通知書が届かなかっ

たり、10 月１日以降に転入届をした場合はご連絡ください。

対象…平成8年4 月２日～平成9年4 月１日生まれの人

※通知書裏面の予備調査票に必要事項を記入して、ご持参ください。

霞保健体育課S366-7 ∠E59

圖　名 電話 所　在

松戸いずみ幼稚園 363-3289 上本郷2794

北松戸さつき幼稚園 362 バ マ∠旧 北松戸3の6

八照(はっしよう)幼稚園 3∠11-1192ハケ畸1032の1

松戸幼稚園 渦ワー3081千駄堀狃65

本源寺幼稚園 39卜8592 大橋ﾜ66

みやおか幼稚園 3∠|卜6563 小金原3の11

聖徳大学附属第二幼稚園 34卜6598 小金原ﾜの曷

さかえ幼稚園 36卜0532 栄町4の252

まるやま幼稚園 363-953'ﾜ二嗹㈹ 鋏㈲31

明和幼稚園 363ぺ012 稔台印2 の1

高塚幼稚園 392-6955 高塚新田295の3

八柱幼稚園 385-255'ﾜ千駄堀1485'の15

牧の原栴檀幼稚園 385-090'ﾜ牧の原2の5

金ヶ作幼稚園 385-3050:#ヶ作306

かさのさ幼稚園 365- 5656三矢小台5の13の4

北丘幼稚園 385-4335 五香ﾜの19の1

新松戸幼稚園 344-4199 新松戸3の256

第二かきのき幼稚園 斜5－4722新松戸5の191

専修大学松戸幼稚園 365-1821 上本郷2の-3621

い わ さ き第 二 幼 稚 園 3∠16-3164 旭 町2 の300

園　名 電話 所　在

聖ミカエル幼稚園 362－O∠陽 松戸M26

清風幼稚園 34卜2 ∠169馬橋254ﾜ

矢切幼稚園 362-4586 下矢切纐0

常盤平幼稚園 38ワー572∠1常盤平2の21

東漸寺(とうぜんじ)幼稚園 斜ツー8001小金359 の1

ひので幼稚園 38ﾜｰﾜ578 常盤平ﾜの18の2

中和倉幼稚園 謳卜1505 中和倉168

みやこ幼稚園 36ﾜｰ3101 松戸新田引６

栴檀(せんだん)幼稚園 38ツー08乃 常盤平2の涓の2

高木幼稚園 38ワー咫09 五香8の1の9

あさひ幼稚園 387-6254 五香西1の19の2

北部幼稚園 367-3121 根本190

高塚わかば幼稚園 39卜2681 高塚新田糒4

聖徳大学附属幼稚園 368-6135 岩瀬550

二 ヶ丘(ふみがおか)幼稚園 糾卜45 葫 ニツ本旧92

松戸みどり幼稚園 362-6ﾜ61 仲井町1の32の1

むつみ幼稚園 387－1ﾜ06六高台3の50

さつき幼稚園 38｢?一刀 拓 金ケ作仰5

大勝院幼稚園 胴∠卜2100 大谷口稀3

い わ さ き 幼 稚 園 342-8706 西卯 駝 の6の回

実施日 実施校 受付時間

11/13$)
北部小 畑:00～13:20

殿平賀小 12:∠↑5～13:15

11/15R
稔台小 ツ:∠15～13:00

旭町小 12:∠↑5～13:15

11/18 ㈹
南部小 侶:00～13:30

八ヶ綺小 12:50～13:10

11/19 ㈹

常盤平第三小 12:45～13二15

馬橋北小 12:30～13:00

八ヶ畸第二小 12:50～13:10

11/20 ㈲

高木小 12:45～13:00

馬橲小 13:00～13:30

松ヶ丘小 12:45～13:15

横須賀小 13:00～13:15

11/21≪
松飛台小 13:15～13:30

寒風台小 12:45～13:15

11/22 銜

柿ノ木台小 12:45～13:15

六実小 12:45～13:15

金ヶ作小 13:00～13二30

11/25':月)矢切小 諂:00～13:15

11/26W

東音印Jv 陷:巧～13二30

常盤平第二小 12:45～13:00

貝の花小 12:45～13二00

11/27(7)0新松戸兩小 陷:00～13:20

11/28 休）六実第二小 捏:∠啗～13:00

実施日 実施校 受付時間

10/16M
古ヶ畸小 諂:00～13:30

新松戸西小 13:15～13:30

10/17困 和名ヶ谷小 13:15～13:30

10/18窗 相模台小 12:30～13:00

10/22( 洵
古ヶ崎圉小 旧:00～13:20

六実第三小 12:∠FO～13:00

10/24困 梨香台小 12:∠↑5～13:巧

10/280月)松飛台第二小 13:00～13:30

10/29M

中部小 12:∠15～13:15

小金小 12:45～13:15

根木内東小 12:45～13:15

10/30(tK)

上本郷小 12:40～13:00

小金北小 12:45～13:15

幸谷小 畑:00～13:30

10/31 困

高木第二小 セ:30～13二00

常盤平第→八口:30～13:00

根木内小 12:∠15～13:00

11/ 6困

上本郷第二小 12:∠ﾚ5～13:15

新松戸北小 12:50～13:10

大橋小 13:00～13:30

11/ 7困 牧野原小 13:00～13:30

11/11 ㈲
栗ケ沢小 12:∠t5～13:00

河原塚小 12:45 ～13 二丐
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●10 月30 日冰)

小金原 り入柱分館

(蔵書点検作業のため)

●10 月31日南

図書館全館

(館内整理作業のため)

皿市立図書館Q365  -5115

平成15年度

私立幼稚園児募集

出産直後の支援事業

ファミリー・サポート・センター事業

図書館休館のお知らせ

「絵本はじめのいーっぽ」
平成15 年度市立中部小学校附属幼稚園の

乳幼児のための読み聞かせサポート

園児を募集します
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あ
り
ま
す
。

▼
申

し

込

み

は

講

座
開
催

を
希
望
さ
れ
る
日

の

一

力
五

剛
ま
で
に
、
講
座
を
担
当

す

る
課
で
受
け
付

け
し
ま
す
。
下

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
講
座
を
利
用
す

る
民
生
児
童
委
員
（
女

性
・
児
童
対
策
部

会
）
の
皆
さ
ん

表

の

担

当

課

へ

電

話

ま

た

は

、

直

接

お

越

し

く

だ

さ

い

。

担

当

課

と

聞

き

た

い

内

容

や

、

時

間

会

場

等

を

旦
徐

的

に

相

談

し

て

く

だ

さ

い

。

そ

の

上

で

講

座

の

開

催

が
可

能

か

ど

ケ

か

を

判

断

し

、

連

絡

し

ま

す

（
都

合

に

よ

り

開

催

日

時

等

ご

希

望

に

添

え

な

い

場

合

が

あ

り

ま

す

）
。

▼

保

育

の

必

要

な

人

は

一

歳

十

ヵ

月

か

ら

就

学

前

の

乳

幼

児

を

お

預

か

リ

す

る

有

料

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

を

紹

介

し

ま

す

。

詳

細

は

、

女

性

セ

ン

タ

ー

（
0
3
6
4
・
8

7
7
8

）

ま

で

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

▼

お

願

い

と

注

意

点

講

座

の

時

間

は

打

ち

合

わ

せ

で

決

定

し

た

時

間

内

で

終

了

ず

る

よ

う

お

願

い
し

ま

す

。

講

師

の

担

当

外

業

務

等

の

質

問

に

関

し

て

は

、

そ

の

場

で

説

明

で

き

な

い

こ

と

も

あ

り

ま

す

。
ま

た

、

こ

の

講

座

は

、

苦

情

等

を

お

聞

き

す

る

も

の

で

は

あ

口

ま

せ

ん

。

未

成

年

者

だ

け

の

グ

ル

ー

プ

等

で

申

し

込

ま

れ

る

場

合

は

、

保

護

者

の

同

席

ま

た

は

承

諾

を

お

願

い

し

ま

す

。

▼

そ

の

他

講

座

の

内

容

等

詳

細

を

記

載

し

た

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

を

担

当

課

お

よ

び

夂
苦

所

等

に

置

い

て

あ

げ

ま

す

。

ま

た

、

市

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（
ｕ

Ｒ

Ｌ

耳

日

／
／
w
w
w
.
i
n
ｔ
ｅ
ｒ
ｓ
ｈ
ｉｐ
.

ｎ
ｅ
.ｊ
ｐ
ペ
ヨ
ａ
ｔ
ｓ
乱

〇
ぺ
）

で

も

見

ら

れ

ま

す

の

で

、
ご

利

用

ぐ

だ

さ

い

。

パートナー講座（出前）メニュー一覧
講座名/担当課

住まいづくり・安心づくり ・街づくりはあなた!/ 建築指導課昔

366-7368

松戸の緑と花/ みどりと花の課S366-7378

水道事業(市営水道)について/水道部工務課・総務課S341  -0430

家庭でできる浄化対策について/河川清流課Q366-7359

①姉妹都市ホワイトホース市について②国際交流を楽しむために

/市民環境本部企画管理室文化国際担当25366 ―7310

国民年金 について/国民年金課容366-7352

国民健康保険 について/保険課0366-7353

松戸市議会のしく みについて/ 議会事務局庶務課S366-7381

暮らし の中の選挙/選挙管理委員会事務局Q366-7386

すぐやる課は、こんな仕事をしています！/すぐやる課15366  ―

7302

松戸市の放置自動車対策について/安全課Q366-7439

講座名/担当課

博物館に行つてみよう!/ 市立博物館S384-8181

戸定歴史館の施設・活動案内/戸定歴史館S362-2050

①健康について②｢健康松戸21｣について/保健福祉課25366 ―7486

①少子化社会における子育て②こどもの福祉/児童福祉課Q366

-7347

①松戸市地域福祉計画について②松戸市の福祉 について/健康福

祉本部企画管理室S366-7350

高齢者の援護について/ 高齢者福祉課S366-7346

①介護保険について②高齢者の生活を支える福祉制度について/

介護支援課55366 ―7370

地震災害に対する備え/ 防災課.0366-7309

①松 戸市 の火災 原因 ②火災 原因 別火 災予防 対策 ③火 災が 起きた 時

の対処方 法④ 家庭用 の消防 用設 備⑤救急 事故事 例 から 見た対 策（高

齢者 ・幼 児 ・小 児対 策） ⑥ 簡 単な応 急手当 の方法 につ いて/ 救急

防 災課S363 一1116

「わたしメッセージ～素直な自分

表現をするために」（全６回）

雇用・能力開発機構千葉センター受託事業

講座名/担当課

ごみとリ サイクルについて/環境計画課S366-7331

ヒユーマンライツ講座(人権講座)/市民相談課Q366-7319

人権について考えよう/生涯学習本部企画管理室登366-7455

①男女共同参画社会について②子どもにとってのジェンダーフリ

ーについて/女性センター2S364 ―8778

①消費生活センターつてどんなところ？②松戸市公設卸売市場の

現状と課題/消費生活課S366 一7329

松戸市の観光/商工観光課25366 ―7327

①松戸市の青少年教育②松戸市の公民館活動/公民館Q368-1214

①少年非行と家庭教育②松戸市の少年非行の現状とその対応/こ

ども課S366-7464

児童図書の選び方について/図書館S365 一5115

スポーツ教室・軽スポーツの紹介/ スポーツ課25363  ―9241

①市内 の指定 文化 財に ついて ②松 戸 の埋蔵文 化財 につ いて ③松戸

市所蔵美 術作 品 の紹介/ 社会 教育 課S366-7462

期　日 内　　容 講　師

11/ 7 團

漢詩・エッセイ 一日記で自己表現

をし た江戸の女性たち（江馬細香、

只野真葛、川合小梅）

城西国際大

学教授・北

田幸恵氏
14㈲

撩乱たる開花～明治20年代（樋口

一葉 、中島湘煙 、清水紫琴）

28㈲

ヒトはなぜ働き 、なぜ家族を持つ

のか？～自分らしい人生の時嫻の

使い方に気づ＜

国立山梨大

学講師・宮

本まき子氏

12/ 5 休）

他人に合わせるだけの生き方をや

めるとき～結婚し ても自分は自分、

家事・育児・介護以夕卜の時間をも

つ

12㈲

時間の使い方を変えれば人生は楽

になる～仕事・家庭・育児・介護

に疲れたら見直してみよう

19㈲

白分 探し を して みよう ～い まな ら

まだ 間に合 う 、わかし はど う生 き

る か

■パソコン操作修得コース

時 間 午 前9 時30

分 ～ 午 後4 時30 分

対 象 求 職 者　 定 員

各20 人 費 用 無 料

(テ キ ス ト 代 実 費)

謳胤 螽 謐 矗包題匡 皿 皿1 皿 鰯

初めてのパソコンコース 11/28W ・29銜・30(土)

WORD&EXCEL 基礎1コ

ース

11/11 ㈲・12㈹・13W

11/250月)・26㈹・27(710

WORD&EXCEL 基礎2コ
ース

11/ 5 ㈲ ・6 ㈲・7 困

11/20 似)・21(木卜22 ㈲

10月25 日銜・26 日出午前10 時～正午 会場京葉

ガスF松戸第2ピル5 階会議室　テーマ「ご機嫌グル

メあなたのおなか大丈夫」「気をつけてペットにヂ

ュ 冂　 講師東京医科歯科大学教授・藤田紘一郎氏

定員各先着30 人　費用無料

※２歳以上一時保育あリ（おやつ代200 円。 10月18

日閨までに、申し込み時にお伝えください）

匣電話で消費生活課S366-  7329 へ

時間午後｢Z時～8時30 分 会場女性センターゆ

うまつど 定員先着25 人 費用無料

圃電話で公民館368-1214 へ

◆11/2(が午前9時30 分～午後O 時30 分・午後1 時30 分～4 時

30 分◆11/6 團午後6 時～9 時◆11/10C日)午前9時30 分～午後0

時30 分・午後1時30 分～4B30 分◆11/14 困午後6時～9 時◆

11/16R 午前9時30 分～午後O時30 分・午後1 時30 分～4 時30

分◆11/19W 午後6 ㈲～9 ㈲◆11/27 困午後6 時～9 時　定員各

回20 人　費用無料

Ⅲ｢ パソコン操作｣ は求職受付票を持って10 月10 日㈲午前

9時から 、｢IT学習｣ は10 月15 日(火)午前9 ㈲から、直接松戸地

域職業訓練センター( 小金原1 の19 の3S349  -  3200)窓口で

受け付け(IT 学習は電話での申し込みも可)。

※受付開始時に定員を超えた場合は抽選。車での来場はご遠

慮＜ださい。

明日 の親 のため の学級 「恋 愛フィ ロソフ ィ ー」

ふたりの語らいコミュニケーションを求めて（全３回）

7 日 ’時 ゛゙ ”?甲W 燹7ぎ”゛゙ i題 醍町 講 嶂 ”゙ ’゙ 鶚

10/20(1日)午前

10時～正午

パートナーコミュニケ

ーション（講話）

千葉大学教授 ・佐藤和夫

氏

10/27'日 午後

1時～4時

パンづ＜リ（クロワッ

サン怡）

講師のお話

ベーカリーPANCO PAN

ＣＯ店長 ・我妻研治氏

11/100[]許 後

ら時～8時

語ら い胡 弓 コン サー ト

※縣 會 、ドリン ク付 き
胡弓奏 者 ・木 津一 恵氏 他

会場女性センターゆうまつど他　対象市内在住・在

学・在勤の新婚未婚の男女（30 歳までの人優先、1人

参力［］もできます） 定員先着20 人　費用1人1,800 円

圃電話で青少年会館S344-8556 へ

松
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・
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企
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「

七

福

神

鍋

コ

ン
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ス

ト
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参

加
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を

募

集

1
2月

１

日
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午
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1
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時
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0
分

～

午

後

２

時
頃
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場

松
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「

わ

が
家

、

わ

が

ふ

る

さ
と

の
自

慢

鍋

」（
七

福

神

に

ち

な

ん

だ

ア
イ

デ
ア

鍋

歓

迎

）

参

加

曹

仟
五

人

程

度

の

グ
ル

ー

プ

（
申

し

込
み

多
数

の
場

合
は
書

類

審

査

で

七

組

を
選

出

）
　

内

容

約
百

人

分

の

鍋

を

作

る

（
鍋

や

食

材

は

主

催

者

が
負

担

）
　

ｔ
具
昴
等

市
長

賞
他

総

額

十
万

円

程

度

匣
1
0
月
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日

㈲
ま

で

に

、

参

加

申
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書

（
商
工

観

光

課
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記
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、
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イ
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ト

か
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甲
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光
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鍋
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１０

月

二

日
月

は

国

民

年

金

制

度

推

進

月

間

で

す

松

戸

社

会

保

険

事

務

所

で

は

、

国

民

年

金

保

険

料

を

納

め

忘

れ
た

人

を

対

象

に

電

話

や

個

別

訪

問

に

よ

る

国

民

年

金

保

険

料

納

付

の

ご

案
内

を

し

て

い
ま

す

。

夜

間

や
休

日

に
行

菰

袰
口
も

あ
昨
士

す

の
で

、

ご
理

解

ご

協

力
を

お
願

い
し
ま

す

。

身

分

証

明

書

を

携

帯

し

た

国

民

年

金

推

進

員

が
お

伺

い
し

ま

す

。

圖

松

戸

社
会

保

険
事
務

所

昔
3
4
5・

松

戸

市

福

祉

大

会

（
松

戸

市

社
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福

祉

協

議

会

創

立
5
0
周

年

記

念

）

1
0月
1
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出
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後

１
時
3
0
分

～

４

時

龠
璢

市

民

会

館

内

賽

祖

祉

功

労

者

表

彰

、
記

念

講

演

「

後

見

人

制

度

と

権

利

擁

護

事

業

の

現

状

と

今

後

に

つ

い
て

」
　

講
師

弁

護

士

・
小

倉

純

夫

氏

春
用

無

料

圃
1
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９
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で

に

、
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ク
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で
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福

祉
協

議

会

昔
3
6
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6
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へ

小

中

学

校

観

光

絵

画

展

入

賞

作

品

（

市

長

賞

・

観

光

協

会

会

長

賞

等

）
を

展

示

今

年

も

市

内

の
小

・
中

学

生

か

ら

、

八

百

四

十

点

も

の
力

作

が

寄

せ

ら

れ
ま

し

た

。
市

長

賞

・
観

光

協

会

会

長

賞

の
受

賞

者

は

次

の

と

お

り

で

す

。
入

賞
作

品

を

展
示

し

ま

す

の
で

、
ぜ

ひ

ご

覧

く

だ

さ

い
。
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間
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午

後

５
時

会
場

脣

①
文
化

ホ

ー
ル

ギ

ャ

ラ
リ

ー

＝
全
入

賞

作

品

⑦
市

役

所

一

階

連

絡

通

路

＝
市

長

賞

・
観

光

協

会
会

長

賞

作

品

▼
入

賞

者

〔
小

学

生

の

部

〕
市

長

頁
＝
米

田

瑞

生

（
牧

野
原
小

）
、

市

川

将

（
寒

風

台

小

）
、
立

花

圭

典

（
中

部
小

）
、

福

澤

由

佳
（
中

部
小

）
、
山

本

祐

実

（
相

模
台

小

）
、

大

塚

知

里

（
南

部

小

）
　

観

光

協

会
会

唇

貝
＝
山

崎

茜

（
中

部
小

）
、
沢
内

緋

菜

乃
（
中

部
小

）
、

高
松

杏

（
中

部

小

）
、

前

田

圭

莞
（
新

松

戸

北
小

）
、
福

勢

基

（
小

金
小

）
、

立

川
夏

樹

郎

（
横

須

賀
小

）
、
荒

井

綾
乃
（
六

実

第

三

小

）

〔
中

学

生

の

部

〕
市

長

買
＝
加

藤

里

奈
（
第

三

中

）
、
立
石

麻
子

（
新

松

戸

北
中

）
　
観

光

協
葢

奮

贊

＝
榎

本
貴

子
（
第
四

中

）
、
江

沢

沙

弥
（
栗

ヶ

沢
中

）
　
　
　
　
　
　

〔
敬

称

略

〕

※

ほ

か
特

選

等

百

六

十

六

点

固

商

工

観

光
課

観
光

係

登
3
6
6・
７

公民館女性大学講座

４

月

か
ら
実

施
し

て
い

る
、

パ
ー
ト

ナ
ー

講
座

（
出
前

）
。

８

月
末

ま
で

に
二
十

七
講

座
が

開
催
さ

れ
、
八

百

四
十

一
人

の
市

民

の
皆

さ
ん

が
利
用

さ
れ

ま
し

た
。

１０

月

か

ら
講

座
を
十
七

講

座
増
や

し
四

十
七

講

座
と
し

ま

す
。

ぜ
ひ

、
ご
利
用

く
だ

さ
い

。

圖

市
民

環

境
本
部
企

画
管

理
室

四
3
6
6
7
3
1
2

好
評
で
す
！

くらしのセミナー
テクノ21「パソコン講座」

会場 松戸地域職業訓練 センター （テ クノ21 ）

■IT 学習支援コース（パソコンを利用しての自主学習）



自
分
た
ち
の
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
よ
う

秋
の
市
民
ぐ
る
み
で

ク
リ
ー
ン
デ
ー

日
時
・：
1
0月
2
0日
㈲
午
前
９
時

か

ら
一
時
間
程
度

※
雨
天

の
場
合

は
、
中
止

〔
小

雨

地
方
自

治
法

第
二
百
四
十
二
条

第

一
項

の
規
定

に
基

づ
き
、
平
成

Ｈ
年

７
月
2
4日

付
け
を
も

っ
て
提

出

さ
れ
た
「
松

戸
市
職
員
措
置
請

求

書
」
に
つ

い
て
、
同
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り

監
査
を
実
施
し
た

の
で
、
結
果
の
概
要

を
次
の
と
お

り
公
表
し

ま
す
。

平

成
Ｈ
年

９
月

２
口
‥

Ｉ

健

康

福

祉
会

館

の
賃

貸

借

契

約

に

関

す

る

措
置

請

求

松

戸
市
監
査
委

員
　

川
村
　

幸
信

同
　
　
　
　

大
川
　

一
利

同
　
　
　

杉
浦

誠
一

な
お
、
監
査
委

員

・
中
西
務
は
、

地
方

自
治
法
第
百
九
十
九
条

の
二

の
規
定
に
よ
り
除
斥
と
し
た
も

の

で
あ
る
。

田

請
求

の
要

旨

①
松

戸
市
と
Ａ
氏
に
お

い
て
、
平

成
1
0年

３
月
3
1日
に
健
康
福
祉
会

館

の
賃

班

握

葯

を
締
結
し
た
が
、

こ

れ
は
、
賃
料
と
費
用
負
担
区

分

と
の
関
係
か
ら
、
違
法

・
不
当
な

ごみ減らしキャ

ラクター

クリン クルちゃん

決
行
〕

洒

掃
場
所
：
公

園
や
道
路
な
ど

の

公
共

ス
ぐ
・
Ｉ・
ス

※
町

百

治
）
会

に
よ
っ
て
は
、

日
時

が
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま

す

の
で
、

確
認
し
て
か
ら
ご
参

加
ぐ

だ
さ
い
。

洒

掃
方
法
・：
道
路
や
公

共
ス

ペ
ー

ス
に
散

乱
し

て

い
る
ご
み
を
、
市

が
配
布

す
る
ご
み
袋

（
燃
や
せ

る

ご
み
用

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
ご
み

用

・
資
源

ご
み
用
の
三
種
類
）
に

種

類
別

に
し

て
収
集

※
家

庭
か
ら
出
る
ご
み
は
、
出

さ

な
い
で
く

だ
さ

い
。

固
環

境
業
務
課

公
3
6
6
・
7
3
3
3

契

約

の

締

結

で

あ

る

。

②
松

戸

市
（
借

主

）
が

Ａ

氏
（
貸

主

）

に

支
出

し

た

平

成
1
3
年

度

分

の

基

本

賃

料

の

一

部

、

各
種

保

険

料

、

修

繕
費

及

び

固

定

資

産

税

等

は

、

松

戸
市

が

支

払
弓

必

要

の

な

い

経

費

で

あ

り

、

合

計

四

千

九

百

三

万

六
千

九
百

七

十

六

円

を

松

戸

市

長

か

ら
松

戸

市

に

返

還

す

る
よ

ラ

求

め

る

。

③

冱

該

契

約

が
不

透

明

、

不

目

然

で

あ

る

の

で

、

新

た

な
契

約

に

変

更

す

る

よ
ラ

厳
正

な

措

置

を
求

め

る

。

㈲

監

査

の

結

果
（
監
査
委
員
の
判
断
）

ア

、
請

求

の

要

旨

①
及

び

③

に

つ

い
て契

約

の

締

結

は
平

成
1
0
年

３

月

3
1日

で

あ

り

、

請

求

人

が
監

査

請

求

し

た

の

は

、

平

成
1
4
年

７
月
2
4

日

で

あ

る

こ

と

か

ら

、
地

方

自

治

法

第

二

百

四

十

二

条

第

二

項

の

規

定

に

基

づ

ぐ

監

査

請

求

期

間

で

あ

る

一

年

を

徒

過

し

て

お
り

、
ま

た

、

同

項

た

だ

し

書

き

の
正

当

な
理

由

飲

食
店
、
事
務
所
、
店
舗

等
の

事
業
活

動
に
伴

っ
て
生
じ

た
廃
棄

物

（
事
業
系

ご
み
）
は
家

庭
ご
み

集

積
所
に
出
せ
ま
せ
ん

。

市

で
は
、
事
業
所
を
訪
問
し
、

実

態
調

査
お
よ
び
指
導
を
行
う
こ

と

に
よ
り
、
ご
み

の
適
正
処
理

の

推
進
を
図

っ
て

い
ま
す

。

事
業

者
は
、
廃
棄
物
処
理

法
お

よ
び
市

条
例
に
よ
り
、
事
業

活
動

か
ら
生
じ

る
す

べ
て
の
事
業

系
ご

み
に
つ

い
て

、
「
自
己
処
理
責

任
」

が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す

。

自
己

処

理
で

き
な

い
と

き
は

、

市

の
「
処
理
施
設
」
に

自
己

搬
入

す

る
か
、
市
の
許
可
を
受
け
た

コ

般
廃
棄
物
処
理
業
者
』
に
委

託
（
有

料

）
し
て
く
だ
さ

い
。

固

環
境
計
画
課
ご
み
を
減
ら
す
係

昔
3
6
6
・
7
3
3
2

に

あ
た

る
も

の
も

な

い
こ

と

か

ら
、

監

査

請

求

の
対

象

と

は

な

ら

ず

、

こ

れ

を

却

下

す

る

。

イ

、

請

求

の

要

旨

②

に

つ

い
て

平

成
1
3
年

度

に

支
払

わ

れ

た

諸

経

費

合

計

四

千

九

百

三

万

六

千

九

百

七

十

六

円

に

つ

い
て

は

、

松

戸

市

が
締

結

し

た
建

築

物

賃

貸

借

契

約

書

第

１１‥一
条

（
費

用

負

担
区

分

）

に

お

い

て
、

当

該

施
設

に

係

る
各

種

保

険

料

、

修

繕

費

、

固
定

資

産

税

等

の
費

用

負

担

が

貸

主

側

に

帰

属

す

る
も

の

で

あ

り

、

電

気

・
水

道

料

金

等

の
費

用

負

担

は

、

借

主

側

に

帰

属

す

る
こ

と

を

明

確

に

区

分

し

た

条

文

で

あ

る

。

ま

た

、

第

６

条

（
賃

料

）

は

、

こ

の
費

用

負

担

区

分

を
基

本

に

し

て

、

借

主

が

支

払

う

べ

き
賃

料

の

額

を

定

め

た

条

文

で

あ
り

、

そ

の
賃

料

積

算

の

な

か
に

各

種

保

険

料

、

修

繕

費

、

固

定

資

産
税

等

の

諸

経

費

と

し

て

算

入

さ

れ

て

い
る

も

の

で

あ

る

。

請

求

人

は

、
費

用

負

担
区

分

を

定

め

た

第
一
1
1
1
1

一
条

の
条

文

と

賃

料

の
額

を

定

め

た
第

６
条

の

条

乂
を

同

一

視

す

る

な

ど

、
条

文

の

見

方

を

基

聴覚障害者手話・文章・一般教養教室（全３向）

会場ふれあい22

(健康福祉会館)

対象市内在住の聴

覚障害者　費用無

料

※ＯＨＰ・手話通

訳あリ

鸚 難

10/20(日)

m 皿

午前10 時

～正午

藹 圃 腮 蠶 冗 語 齷

手話 一文章教室

四

県立千葉聾学校教

諭・藤田公子氏

午後1 ㈲～

∠|時

一般教養教室「竹工芸

を体験してみよう」

工芸家・前田忠雄

氏

11/10([])

午後1時～

2時50 分

一般教養教室D に嚇 蘇

生法講習会］
市消防局職員

午後3時～

5時
手話 一文章教室

県立千葉聾学校教

諭・藤田公子氏

17日

午後1時～

2時50 分
手話 一文章教室

県立千葉聾学校教

諭・藤田公子氏

午後3 時 ～

5時

一般 教養 教室 「食生 活

と 健康」

管 理栄 養士 ・上 野

美 保氏

本
的
に
見
誤

っ
て
お
り

、
い
ず
れ

も
借
主

が
支
払
う
必
要

の
な
い
経

費
と

の
主
張

は
失
当

で
あ
る
。

こ

の
こ

と
か
ら
、
平

成
1
3年

度

に
支
払

っ
た
諸
経
費

は
、
契
約
条

文
ど

お
り

適
正

に
支

払
わ
れ
た
も

の
で

あ
り

、
違
法

・
不
当

な
公

金

の
支
出
に

は
あ
た
ら
な

い
。
し

た

が
っ
て
、

請
求
人

の
主
張

に
は
理

由

が
な
い
と
認
め
、
こ

れ
を
棄
却

す

る
。

２

市

立

学

校
内

に

お

け

る
教

職

員

の

駐

車

に
関

す

る
措

置

請
求

松
戸
市

監
査
委

員

中
西

務

同
　
　
　

川
村

幸
信

同
　
　
　
　

大
川
　

一
利

同
　
　
　

杉
浦

誠
一

剛
請
求

の
要
旨

①
市

立
学
校
の
用

地
を
、
許
可

な

く

あ
る
い
は
使
用

料
を
支
払

つ
こ

と
な
く

使
用

す
る
こ
と
は
、
地
方

自

治
法

第
二
百

三
十
八
条
の
四
第

四
項

に
基
づ
き
許
さ
れ
な

い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
教
職
員
が
無
断
で

通
勤
用

車
両

を
駐
車
し
て

い
る
。

②
教

職
員

の
車
両

が
遊
び
場
や
教

圃ファクスで住所・氏名・年齢・ファクス番号を記入して､ 健康福祉会館

障害者福祉センター11383 ―ﾜ810  (登383-ﾜ111) へ

行政相談委員として下表の皆さんが総務省から委嘱されています。

市では定例の行政相談コーナーを設け、行政相談委員が皆さんからの

行 政 相 談 委 員

圓L 誠心 七XJ 1r 住で薑7 所 亶 ２ 熬苣ｌ
林　　克忠 ニツ木8ﾜ 3∠ロー0801

和田　康男 松戸新田18の4 362-ﾜ853

渡来進太郎 高塚新田49の1 392-623 ∠1

瀧田　泰子 上本郷3ﾜ30 362-2683

佐藤　昌雅 金ケ作343 38ワー1842

柴 田　 洋 子 中金 杉3 の2 ∠14 341-2ﾂﾌﾂ

相談を受けてい ます。国およ

びＮＴＴその他特殊法人に対

しての苦情や要望がありまし

たらお気軽にご 相談ください。

相談に圉する秘密は厳守され、

費用は無料です。

行政相談毎月第2 ・4月曜日、

午後1 時～3 時　 会場市役所本

館２階相談コーナー

固市民相談課≫366-7319

育

施

設

を

侵

略

し

て

お
り

、
こ

れ

は

、「
そ

の

用

途

又

は

ぼ

的

を
妨

げ

な

い
限

度

」

を
超

え

て

い
る

。

⑤

平
成
1
3
年

度

分

の

教
職

員

の

駐

車

料

金

と

し

て

、
松

戸
市

長

・
松

戸

市

教

育

長

が

八
千

四

百

万

円

を

松

戸
市

に
返

還

す

る
よ
弓

求

め

る

。

④

今
後

、
教

職

員

の

駐

車

を

禁

止

す

る

か

、
駐

車

料
金

の

徴

収

を

行

ヶ

措

置

を

求

め

る

。

㈲

監

査

の

結

果
（
監
査
委
員
の
判
断
）

ア

、
請

求

の

要

旨

①

②

に

つ

い
て

学

校

の
管

理

に

つ

い
て

、

学

校

長

は

、
法

令

等

に

基

づ

き

相

当

の

裁

量

権

限

を
与

え

ら

れ

て

い
る

。

学

校

施
設

の
目

的
外

使

用

に

関

し

て

も

学

校
長

が
同

意

を
与

え

る

こ

と

が

で

き

る
と

さ

れ

て

お

り

、

こ

れ

に
基

づ

き

、

学

校

長

は

児

童

・

生

徒

の
安

全

上

、

教

育

上

に

支

障

が
生

じ

な

い
範

囲

で

教

職

員

の

駐

車

を
了

承

し

て

い
る

。

ま

た

、

請

求

人

の
提

出

し

た

証

拠

か

ら

は

遊

び
場

や

教

育

施

設

を

侵

略

し

て

い

る
事

実

は

確
認

で

き

ず

、

請

求

人

の

許
可

な
ぐ

使

用

し

て

い

る
、

用

途

又

は
目

的

の

限

度

を

超

え

て

い

る
と
い
う
主
張

は
認
め
ら
れ
な

い
。

イ
、
請
求

の
要
旨

③

④
に
つ

い
て

行
政

財
産
の
目

的
外
使
用
に
係

る
費
用

の
徴
収

に
関
し
て
は
財
産

管
理
者

の
裁

量
に
委

ね
ら
れ
て

い

る
が
、

そ
の
中
に
お

い
て
も
、
本

件

の
よ
う

に
学
校
施
設
の
管
理
に

つ
い
て

は
、
財
産
の
価
値

の
維
持
、

保
全
を
図

る
財
務
的
処
理
を
直
接

の
目
的

と
す

る
財
産
の
管
理
等

の

財

務
翕

矼
上
の
行

為
と
は
異
な
り
、

行

政
目

的
を
主
眼
と
し
た
公
物
管

理
上

の
問
題
で
あ

る
こ
と
か
ら
、

住
民

監
査

請
求
の
対
象
と
認

め
難

い
。
し

た
が
っ
て
、
松
戸
市
長

・

松

戸
市

教
育
長
が
八
千
四
百
万
円

を
松

戸
市
に
返
還
す

る
こ
と
及

び

教
職
員

の
駐
車
を
禁
止
す

る
か
、

駐

車
料

金
の
徴
収
を
万

っ
こ
と
を

求

め
る
請
求
人
の
主
張

に
は
理
由

が
な
い
も
の
と
認

め
、
こ
れ
を
棄

却

す
る
。

※
監
査
結
果
の
全
文
に
つ
い
て
は
。

行
政
資
料

セ
ン
タ
ー
で
閲
覧

が

で
き
ま
す
。

圖

監
査
委

員
事

務
局

登
3
6
6
・
７
３

東

葛

飾

地

方

中

学

校

駅

伝

競

走

大

会

に

伴

う

交

通

規

制

1
0月
1
9
日

圉

〔
荒

天

の
場

合
2
0

日

㈲
〕

中

部
小

学

栓

回
怎

圓
1
0時

ス

タ

ー
ト
　

交
通
現

制
時

間

午

前

９

時
4
0
分

～
1
0
時
5
0
分
　

規

制
コ

ー
ス

松

戸

～

野

田

間

の
十

区

間

三

十

∇

六

ご

の
う

ち

三

区

間

こ

区

＝
中

部
小

学

校
一
則
～
江

戸
川

沿

い
県

道

圭

二
郷

有

料

橋
下

～

古

ケ

崎

南

小

通

り
～

県

道
松

戸

野

田

線

～

栄
町

匸
亅
目

～

栄

町

六
丁

目

、

二

区

＝

栄
町

六
丁

目

～
馬

橋

立

体

入

口

交

差

点

～

新

松

戸

ダ
イ

エ

ー

～

小

金
中

学

校

入
口

（
ゆ

り

の

き

通
り

）
、
三

区

＝
小

金

中

学

校

入

口

～

大

谷
口

陸

橋

～
松

本

清

記

念

館

卜
広

徳

寺
い

小

金
北

中

学
校

正

門
）

固

保

健
隹

罧
課

登
3
6
6・
7
4
5
9

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
催
し
物

冒nr 豐雰S 四 圖゙ 灘 秤 顯rF驚 屋膠1皿 霪Ｔ 肝 皿『 定員/費同

園 芸 教 室 「秋 冬 野

菜 の 手 入 れ と 早 春

ど リ 野 菜 」

10/19: 土)午 後1 時

30 分 ～3 時

み ど り の 相 談 員

・小 林 喜 代 次 氏
45人/無料

み ど り の 講 習 会

‾楽 し い コ サ ー ジ

ュ づ ＜ リ 」

10/20( 日)午 後IE 殕

30 分 ～3 時30 分

県 立流 山 高 校 教

諭 ・植 村 泉 氏

20 人/

1;000 円

園 芸 教 室 「観 葉 植

物 の ル ー ツ 」

11/2 圉 午 後IE 持

30 分 ～3 時

み ど り の 相 談 員

・ 渡辺 重 吉 郎 氏
45 人/ 無 料

森 の ホ ール21 チ ケ ッ ト セ ン タ ー

登384-3331  (10 : 00 ～19 : 00　 月 曜 休 館 ）

ＵＲＬ…httｐ://ｗｗｗ.ｍｏrinoha1121.ｃｏｍ/

森のホール21 チケットガイド

で盲 口 Ｗ W

10/ 9 ㈲

劇団四季　フレンチミュージカル｢ 壁抜け男｣

♪すべての壁を抜けてあの人に熱い想いを伝えたい！

人間賛歌とちょっぴり切ない永遠の恋

森のホー

ル21

大ホール

午後6 時

30 分

Ｓ席9,450 円 、Ａ席ﾜ,350 円

Ｂ席5,250 円 、Ｃ席3,150 円

ぴあ

11/121㈹

宝くじ文化公演　小事京佳～歌談の会～

♪やからかな歌声と、ユーモアあふれる楽しいトーク

をおたのしみください

市民会館 午後ら時 全席指定2,000 円

12/ 5 ㈲

グレン・ミラーオーケストラ

♪忘れ得ぬ名曲の数々と共に 、伝説に生きる不滅のグ

レン ・ミラーサウンド　曲目：茶色の小瓶、真珠の首

飾り 、イン・ザ・ムード 、アメリカン・パトロール他

森のホー

ル固

大ホール

午後6 時

30 分

Ｓ席5,500 円 、Ａ席4,500 円

Ｂ席3,500 円

ぴあ・ローソン・ｅ十

12/ 7 仕）

フルートアンサンブル「リンクス」

クリスマスコンサート

曲目:「四季」より「冬」、「＜るみ割り人形」組曲より 、

「千と千尋の神隠し」より他　　　　　　　　　　 ☆

森のホー

ル21

小ホール

午後2 時 全席指定3,800 円､学生3,500 円

12/17 ㈲

ラテン　 ダン スカ ーニバ ル

♪アル ゼン チン の国民 音楽｢ タン ゴ｣､ 陽気 で熱狂的 な

ブ ラジ ルの｢ サン バ｣､ 人気丿弗騰 キュ ーバの｢ サル サ｣ 、

真 つ赤な 情熱と 信念を 秘めた スペイン の｢ フ ラメン コ｣

森 のホ ー

ル21

大 ホー ル

午 後6 時

30 分

Ｓ席6,000 円 、 Ａ席5,000 円

Ｂ 席4,000 円

ぴ あ ・ロ ーソ ン

匣午前9時～午後5時の間に､電話でパークセンターH345
一8900 へ(先着順)

☆印には、託児サービス（有料・予約制）があります。詳細はお問い合わせください。

学生割引は 、森のホール21 チケットセンターのみ取り扱います。

住
民
監
査
請
求
の
結
果
を
公
表
し
ま
す

事
業
系
ご
み
の
適
正
処
理

の
訪
問
調
査
に
つ
い
て

10 月21 日(月)～27 日(日)は秋季行政 相談強調週間 です

国や特殊法人への要望等は行政相談委員へ
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［

］
自

宅

の

耐

震

相

談

を

し

て

み

ま

せ

ん

か

1
0月
1
7
日

水

午

前
1
0
時

～

午

後

４

時

会

場

新

松

戸

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

木

造

在

来

工

法

住

宅

の

簡

易

耐

震

診

断

相

談
　

費

用

無

料

※
自

宅

の
平

面

図
（
間

取

り

図

）
を

必

ず

ご

持

参

ぐ

だ

さ

い
。

圃

電

話

で

建

築

指

導

課

構

造

設

備

係

昔
3
6
6・
7
3
6
8

へ

【

】
カ

ロ

ー

リ

ン

グ

1
0月
1
2
日

出

午

前
1
0
時

～

正

午

会

場

ふ

れ

あ

い
2
2
（
健

康

福

祉

会

館

）
　

内

容

リ
（

ビ

リ

を

兼

ね

て

室
内

で

行

つ
カ

ー
リ

ン

グ
に

似

た

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン
　

対

象
障

害

者

手

帳

を

持

っ
て

い

る
人

お

よ

び

そ

れ

に

淮
す

る

人
　

眥

用
無

料

圃

電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

に

氏

名

・

電

話

（
フ

ァ

ク

ス

）

番

号

を
記

入

し

て

、

健

康

福

祉

会

館

障

害

者

福

祉

セ

ン

タ

１

昔
3
8
3・
7
1
1
1

副
3
8
3・
7
8
1
0

へ

【

】
本

土

寺

宝

物

殿

を

公

開

通

常

非

公

開

に

な

っ

て

い

る

、

国

指

定

の

重
要

文
化

財

で

あ

る
日

蓮

の
書

状

を

は

じ

め

、

県

指

定

・

市

指

定
文

化

財

等

を

、

次

の
日

程

で

公

開
し

ま

す

。

1
0月
2
4
日

本

・
2
5
日

座

の
午

前

1
0時

と
午

前

Ｈ

時

会
場

本
土

寺

内

宝

物

殿

定

員

各
五

十

人

（
抽

選

）
　

善
用

五

百

円

圃
1
0
月
1
0
日

米

［
必

着

］
ま

で

に

、

往

俣
（

ガ

キ

に

住

所

・
参

加

者

の

氏

名

（
一

枚

に

二

人

ま

で

）
　・
年

齢

・

性
別

・
電

話
番

号

・
参

加

希

望

日

お

よ

び

時

間

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
1
－
8
5
8
8

松

戸

市

教
育
委

員

会

社
会

教

育

課

文

化

財

係

（

昔

3
6
6
・
7
4
6
2

）
　へ

［

］
見

つ

け

よ

う

Ｉ
・
絵

本

の

中

の

ジ

ェ

ン

ダ

ー

フ

リ

ー

1
0月
2
5
日

岡
1
1

月

８

日

座
〔
全

二

回

〕

午

前
1
0
時

～
一
１１一
時
3
0
分

会
場

ふ

れ

あ

い
2
2
（
健

康

福

祉

会

館

）
　
窖

霖
先
着

十
人

善
用

無
料

※
保

育

あ

り

こ

歳

十

ヵ

月

以

上

。

先

着
五

人

、
お

や

つ
代

二

百

円

）

圃
電

話

で

女

性

セ

ン

タ

ー

昔
3
6
4・

8
7
7
8

へ

［

］
朗

読

を

き

く

か

い

1
0月

９

日

困

干
前
1
0
時

～

‥
1
1
1
1

時

3
0分

会

場

ふ

れ
あ

い
2
2
（
健

康

福

祉

会

館

）
　

内

容
松

戸

朗

読

奉

仕
会

会

員

に

よ

る

朗

読
「
鼾

詬

惣

山
下

勝

利

著

他
　

対

象

障

害

者

手

帳

を

持

っ
て

い

る
人

お
よ

び

そ

れ

に
喋

Ｔ
る

人

（
付

き

添

い
の

人

と

一

緒

の

参

加

も

可

）
　

善
限

熹

料

扈

健

康

福

祉
会

館

障

害
者

福

祉

セ

ン

タ

１

昔
3
8
3・
7
1
1
1

副
3
8
3・

［

］
借

地

借

家

の

無

料

相

談

1
0月
1
1
1
1

日

座

午

後

１

時

～

４

時

会
場

勤

労
会

館

※

契

約

書

等

が
あ

れ

ば

ご

持
参

を

固

松

戸

借

地

借

家
人

組
合

畆

枦

・
‥一
3
4
5
・
3
5
4
8

【

】
看

護

専

門

学

校

文

化

祭

1
0月
2
6
日

出
午

前
1
0
時

～

午

後

３

時
　

会

場

巾
立

病

院

附

属

看

護

専

門

学

校
　

内

容

看
護

体

験

・
模

擬

店

他
　

昔

申

人
場

無

料

固
市
Ｉ
立
病

院

附

属

看

護

専

門

学

校

S
3
6
7・
4
4
4
4

［

］
戸

定

寄

席

1
0月
1
9
日

出
午

後

２

時
～

３

時

会

場

戸

定
邸

客

間
（
和

室

）
　
演

目

佃

祭

り

＝
柳

亭

燕

路
師

匠

、
元

犬

＝
金

原

亭

駒

介
　

定

員

先

着

六

十

人
　

費

用

五
百

円

（
入

館

料

別

）

※

い
す

の
用

意

は

あ
り

ま
せ

ん

。

圃
電

話

で

戸

定

歴

史

館

昔
3
6
2・
2

0
5
0

へ

［

］
野

鳥

観

察

会

1
0月
2
0
日

㈲
午

前

８

時

松

戸

駅

東

ロ

デ

ッ

キ

集
合

、

午

後

１

時

頃

現

地

解

散

〔
雨

天

中

止

〕
　

会

場

手

賀

沼

内

容
沼

に

集

ま

る

水

鳥

な

ど
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観

察
　

持
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物
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記

用

具
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観
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用

具

な
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用

無

料
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）

圃
電

話

で
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ま

つ

ど

街
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化
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金

昔
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造
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工
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車
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シ
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謡
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無

料

※
車
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来

場
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せ
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宝

酒

造
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工

場

昔
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翌
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ズ

レ

な

し

）
　

費

用

ビ

ン

ゴ
券

一
枚

百

円

圜

サ

ン

ロ

ー
ド

五

香

商

店

街

振

興

組

合

容
3
8
6・
2
9
2
9

【
】
ウ

ォ

ー

ク

ラ

リ

ー

～

児

童

福

祉

館

周

辺

を

探

ろ

う

一
1
1
1
1

月

９

日

出
午

前

９

時
3
0
分

～

正

午

会

場

常
盤

平

児

童

福

祉

館

周

辺
　

内

容

コ

ー

ス
地

図

を

見

な

が
ら

歩

き
、

グ

ル

ー

プ

で

協

力

し

あ

い
、

課

題

を
解

い
て

い
き

ま

す

定

員

先

着

十

組
　

費

用

無

料

圃
午

前

９
時

か

ら

、
一
丁

五

人

の

グ
ル

ー

プ

（
親
子

、
友

達

等

）

全

員

の
氏

名

・
住

所

・
電

話
番

号

を

電

話

ま

た

は
直

接

、
常

盤
平

児

童

福

祉

館

昔
一
釘
・
3
3
2
0

へ
　（
月

曜

休

館

）

［

］
姉

妹

都

市

ホ

ワ

イ

ト

ホ

ー

ス

写

真

展

1
0月

５
日

出
～
1
6
日

伽

午

前
1
0

時

～

午

後

６

時

会

櫻

乂
化

ホ

ー

ル

内

姉

妹

都

市

コ

ー
ナ

ー

（
松

戸

ビ

ル

ヂ

ン

グ
四

階

）
　

費
用

無

料

固

市

民

環

境

本

部

企

画

管

理

室

文

化

国

際

担
当

昔
3
6
6・
7
3
1
0

［

］
津

軽

の

響

き

こ

ん

さ

Ｉ

と

Ｈ
月

２
日

田

①

午
後

２

時

～

３

時

②

午

後

４

時
3
0
分

～

５

時
3
0
分

会

場

蔵

の

ギ

ャ

ラ

リ

ー

結

花

千

矢

切

）
　

出

演
中

野
孝

人

、

須

田

幸

子

定

員

各
先

着
五

十

人

費

用

二

千

五

百

円

圃

電

話

で

増

田

昔
3
6
1・
2
1
0
3

へ
［

］
不

動

産

無

料

相

談

会

1
0月
一
1
1
1
1

日

蚩

午

前
1
0
時

～

午

後

４

時
　

会

場

市

役

所

本

館

二

階

第

二

会

議

室
　

内

容

借

地

権

等

不

動

産

の
評

価

等

に

関

す

る

相

談
　

相

｀
啓
貝
不

動

産

鑑

定

士

圜

冊

千

葉

県

不

動

産

鑑

定

士

協

会

昔
0
4
3・
2
2
2・
5
7
9
5

【

】
松

戸

神

社

祭

礼

1
0月
1
2
日

出

・
1
3
日

㈲
各

午

後

１

時
頃

か

ら
　

内

容
松

戸

駅

周

辺

旧

水
戸

街

道

を

中

心

に

旧

松

戸

宿

各

町

会

の

偸

歟

・
山

車

が
巡

行

圖

本
町

祭
礼

委

員

会
広

報

・
八

嶋

昔
3
6
9・
1
4
7
0

［

］
と

も

し

び

読

書

会

1
0月
1
7
日

困

午

前
1
0
時

～
正

午

龠
場

女

性

セ

ン

タ

ー

ゆ
う

ま

つ

ど

汀

冲

ス
ト

「

安

楽

病

棟

」
（
帚

木

蓬

生

著

）
　

費

田

二
百

円

圃
電

話

で
平

尾

登
3
4
2・
3
3
8
1

へ

（
夜

間

の
み

）

「

」
小

金

原

文

化

祭

（

カ

ン

ナ

小

金

原

の

会

）

1
0月
1
3
日

㈲

午

前

１１
‥一
時

～

午

後

４
時

会
藻

小

金

原

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容
日

本

の
踊

り
　

費
用

無

料國

加

藤

昔
3
4
9・
3
5
8
1

【

】
松

戸

子

ど

も

ま

つ

り

Ｈ

月

３

囗

㈲

午

前
1
0
時

～

午

後

３

時

〔
雨

天

中

止

〕
　

龠
場

金

ケ

作
公

園

内

寮

俣
擬

店

・
各

種

遊

び

の

コ

ー

ナ

ー
等
　

費
用

頁

五
卜

円

（
四

歳

以

上

、
保

険

料

を

含

む

）

※

車

で

の

来

場

は

ご

遠

慮

ぐ

だ

さ

い
。

固

松

飛

台

宝

里
保

育

所

・

遠
藤

公

3
8
7
・
6
9
7
9

［

］
市

立

保

育

所

臨

時

職

員
（

保

育

士

）
登

録

者

を

募

集

臨

時

職

員

と

し

て

登

録

し

、

市

内

公

立

保

育
所

で

必

要

が
生

じ

た

場

合

に

連

絡

し

ま

す

。

勤

務

時

間
耳

～

金

曜

日

午

前

９

時

～

午

後

４

時

と

土

曜

日

午

前

９

時

～

午

後

Ｏ

時
3
0
分

対

象

保

育

士
資

格

が
あ

る
人
　

募

集

人

数

若

千

名
圖
保

育

課

昔
3
6
6・
7
3
5
1

［

］
あ

つ

ま

れ

小

学

生

Ｉ
・
チ

ャ

レ

ン

ジ

ク

ラ

ブ

後

期

会

員

を

募

集Ｈ

月
1
6
日

～

平

成
1
5
年

３
月
1
5

日

の

毎
月

第

三

土

曜

日
〔
全

五

回

〕

午
後

１

時
3
0
分

～

３

時
3
0
分
　

会

場

常

盤
平

児
童

福

祉

館

（
２

・
３

［

］
森

林

イ

ン

ス

ト

ラ

ク

タ

ー

の

「

山

旅

講

座

」

説

明

会

1
0月
2
0
口

㈲
午

後

６

時

～

８

時

侖
珊

新

松

戸

市

民

セ

ン

タ

ー・
　
内

容

月

一

回

の
山

行

に

参

加

し

て

、

登

山

の
初

級

か
ら

中

級

程

度

の

知

識

と

技

術

を

習

得

す

る

講

座

の

説

明
　

対

象
六

十

歳

未

満

の

健

康

な

人
　

定

員
先

着

ご
干

人
　

費

用

無

料圃
電

話

で

山

遊

塾

・
永

田

昔
0
9
0・

８

８

０

３

・
8
3
4
6

へ

「
」
錦

秋

の

日

光

白

根

山

に

登

る

1
0月
1
4
日

撮

午

前

６

時

新

松

戸

駅

前

出

発
（
午

後

８

時

帰

着

予

定
）

内

簟
日

根

山
（
栃
木

県

）
、

標

高

二

千

五

百

七

十

八

八

を

二

千

口

ま

で

ゴ

ン

ド

ラ

で

登

り

、

山

頂

へ

往

復

約

六
♂

を
四

時

間

半

で

登

下

降

す

る
　

対

象
六

十
歳

未

満

の

人
　

定

員

先
着

二

十

五

人
　

苣

塵
（

千

八

百

円

（
貸

切

バ

ス

代

・

ゴ
ン

ド

ラ

代

・
保

険
料

を
含

む

）

圃

電

話

で

山

遊

塾

・
永

田

昔
0
9
0・

８

８

０

３

・
8
3
4
6

へ

月

は
別

会

場

）
　

内

容

料

理

・
工

作

・

野
外

活

動

等

対

象
小

学

二

～

六
年

生
　

定

蕀
无
着
十

八
人
（
前

回

参

加

の
人

は

ご

遠
慮

ぐ

だ

さ

い
）

費

用

七

百

円

（
材

料

費

）

圃
午

後

１

時

か

ら

、

電

話

ま

た

は

直

接

、
常

盤

平

児

童

福

祉

館

登
3
8
7

・
3
3
2
0

へ
（
月

曜

休

館

）

［
］
違

反

建

築

防

止

週

間

一

斉

公

開

建

築

パ

ト

ロ

ー

ル

1
0月
一１１一
日

窗
～
1
7
日

内

は

、

違

反

建

築
防

止

週

間

で

す

。

期

間

中

の

重

点

事

業

と

し

て

、

各

関

係
団

体

な

ど

の

協

力

で

、
1
0

月
1
6
日

水

に
市

内

全

域

で

「

一
斉

公

開

建

築

パ

ト

ロ

ー

ル

」

を

実

施

し

ま

す

。

違

反

建

築

を

な

く

し

、

住

み

よ

い
街

づ

く

り

に

ご

協

力

く

だ

さ

い
。

固

建

築

指

導

課

指

導

係

登
3
6
6・
７

「
」
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
《
松
戸
で
は
８
時
に
な
っ
た
ら
お

は
な
し
タ
イ
ム
》

期 日 会　場 時　間 プログラム

10/9W 図書館本館 午後3時30 分～4 時
絵本｢ だんまりこおろ ぎ]

絵巻物｢いつすんぼうし]

10 困 六実市民センター 午後3時～4 時 アニメーション 、人形劇

11 窗 稔台市民センター 午後3時～4 時 アニメーション 、人形劇

16 ㈲ 図書館小金分館 午後3時～3 時30 分
絵本「だんまりこおろ ぎ」

絵巻物「いつすんばうし」

17 ㈲ ハケ崎市民センタ ー 午後3時～4 時 アニメーション 、人形劇

18 窗
二十世紀が丘市民セ

ンタ ー
午後3時～4 時 アニメーション 、人形劇

19 圉
青少年会館 午前10 時～正午 おはなしひろば

新松戸市民センタ ー 午後3時～4 時 アニメーション 、人形劇

23困 図書館本館 午後3時30 分～耳時
絵本「だんまりこおろ ぎ」

絵巻物「いつすんぼうし」

24困 小金北市民センタ ー
午 後3 時30 分～4 時

30 分
アニメーション 、人形劇

25 廊 八柱市民センター 午後3時～4 聘 アニメーション ，人形劇

30 ㈲

常盤平児童福祉館 午前10 時30分～11 時 絵本とミニ講座

ア ート スポッ ト まつ

ど( 伊勢丹松戸店9 階)
午後3時～4 時 アニメーション 、人形劇

11/1 銜
和名 ケ谷 スポ ーツセ

ンタ ー
午 後3 時～ ∠L眄 アニ メ ーシ ョン 、人 形 劇

内
容
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
「
は
ろ
る
ど
　

ま
ほ
う

の
　

く
に
へ
」
、
人
形

劇
「

フ
レ

デ
リ

ッ
ク
と
金
の
り

ん
ご
」
　
対
象
三

～
九
歳
く

ら
い
　

持
ち

耡
筱

を
入

れ

る
ビ

ニ
ー
ル
袋
　

蓉
爾
熹

料

※
図
圭
扠
谿
利
用

カ
ー
ド
を

お
持
ち

に
な
れ
ば
、
本

が
借
り
ら
れ
ま
す
。

圖
車

止
図

書
館

公
3
6
5
・
5
1
1
5

【
】
文

化

ホ

ー

ル

の

使

用

受

け

付

け受

け

付

け
1
0
月

９

日

水

午
前
1
0

時
3
0
分

か
ら
　

会

場

文
化

ホ

ー
ル

伴
ｍ

崩

間

平

成
1
5
年

１

月

５

囗

㈲

～

３

月
3
0
日

㈲

持
ち

物

使

用

料

・
社
会

教

育
関

係
団

体
登

録
証
（
該

当

団

体

の
み

）

目

文
化

ホ

ー

ル

登
3
6
7・
7
8
1
0

口

松

戸

交

通

安

全

母

の

会
「

交

通

遺

児

援

護

バ

ザ

ー

」

品

物

を

募

集

１１一
月

３

囗

㈲

に
市

民

会

館

で
行

ヶ

交

通

遺

児

援

護

の

た

め

の

バ
ザ

ー

へ
、

品

物

天

人

の

古

着

は
不

可

）

の
提

供

を

お
願

い
し

ま

す

。

※
収

益

金

は
交

通

遺
児

招

待

旅
行

・

ク
リ

ス

マ
ス

会

に

充
て

ら

れ

ま

す

。

目

安
全

課
市

民

安

全

係

容
3
6
6・
７

お詫び と訂正

広報まつど9 月25 日号8面「市民会館」催し物の日付に誤りがありまし

たので、お詫びするととも匸下記のとおリ訂正します。

固市民会館'c368-123ﾜ

正 誤 内　　 容 開演時問 問い合わせ先

10/11 ㈲ 10 パ6 ㈲ 松戸市戦没者追悼弍 糒:00 市福祉事務所　O366-3019

10/12R 10/21(1月)松戸市福祉大会 13:30 市社会福祉協議会昔368-0503

10/20(1日) 10/25 ㈹ ｢松戸民踊友の会｣ 発表会 10:30 松 戸民 蹐友 の会S346 ―2255

お
知
ら
せ

催
し
物

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

※10 月14 日㈲「日中友好正常化30 周年記念大連雑技団来日チャリティー

公演」は、10月４日記の誤りでした。お詫びいたします。



口

青

少

年

教

室

「

ス

テ

ン

シ

ル

講

座

」

1
0月
1
9
日

比

・
2
6
日

出

〔
全

二

回
〕

午

前
1
0
時

～

正

午

会

聖

月

少

年

会

館

内

簟

奉
製

の

ド

ア

プ

レ

ー
ト

を

作

ろ

う
　

対

乖

小
学

三

年

卜
甲
学

生
（
親

子

可

）
　
定

罍

尢

着
一
干

人

春
用

五

百

円

（
教

材

費

）
匣
電

話

で

青

少

年

会
館

昔
3
4
4・
8

5
5
6

へ

【

】
ま

ち

づ

く

り

寺

子

屋

講

座

「

ク

リ

ス

マ

ス

の

ト

ー

ル

ベ

イ

ン

ト

」

①

弖

一
ク

リ

ス

マ
ス

ツ

リ

ー
＝

1
0月
1
8
日

原

・
2
5
日

原

②

ダ
リ

ス

マ
ス

リ

ー
ス
＝
一
1
1
1
1

月

１
日

原

・

８

日

原

吊

②

と

か

全

面

〕
各

午

前
1
0
時

～

正

午

会

場

松

戸
ま

ち

づ
く

旦

父
流

室

テ

ン

ト
小

屋
　

内

寮

①
可

愛

い

オ

ー

ナ

メ

ン

ト
付

き

の

ツ

リ

ー

②

ポ

イ

ン

セ

チ

ア

や

ヒ

イ

ラ

ギ

の
絵

の

リ

ー

ス
　

定

員

各

先

着

十

二

人
　

春
用

手
⑤

ど

も

二

千

百

五

十

円

（
材

料

費

込

み

）

圃
電

話
ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

で

テ

ン

ト

小

屋

’‥一
因
3
6
7・
8
8
2
7

へ

柏

市

【

】
秋

の

緑

化

ま

つ

り

グ

リ

ー

ン

フ

ェ

ア

か

し

わ

1
0月
1
2
日

出

～
1
4
日

㈲
午

前
1
0

時

～

午

後

４

時
　

会

壞
栢

ふ

る

さ

と
公

園

圖

柏

市

み

ど

り

の
基

金

昔
0
4
・
７

１

６

０

・
3
1
2
0

【

】
2
0
0
2

ス

ト

リ

ー

ト

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

Ｋ
Ａ
Ｓ
工
一
く
V
A

1
0月
1
3
囗

㈲

午

後

１

時

か

ら

【

】
上

級

救

命

講

習

会

（

応

急

手

当

の

基

本

か

ら

応

用

ま

で

）

1
0月
1
7
日

困

午

前

９

時

～

午

後

５

時

会

場

消

防

局

内

容

心

肺

そ

生

法

・
止

血

法

・

搬
送

法

定

員

先

着

二
十

人
　

鷺

用
無

料

糸
修
了

者

に

は

、

上

級

救

命

講

習

修
了

証

を

交

付

し

ま

す

。

圃
1
0
月

７

日

丱
午

前

８

時
3
0
分

～

午

後

５

時

の
間

に
、

電

話

で

消

防

局

救

急

防

災

課

指

導

担

当

音
3
6
3・

1
1
1
6

へ

［

］
犬

の

飼

い

方

教

室

1
0月
2
0
日

㈲
午

前
1
0
時

～
正

午

会

場

東

葛

飾

合

同

庁

舎

（
松

戸

保

健

所

）
　一

階

北

側
駐

車

場
　

内

容

家

庭

犬

と

し

て

の
基

本

的

な

し

つ

け

実

技
　

対

象

犬

の
飼

主

と

飼

い

犬
　

条

件

①
生

後

四

ヵ

月

～

一

歳

く

ら

い
で

平

成
1
4
年

度

の

狂
犬

病

予

防

注

射

を

受

け

て

い
る

こ

と

②

健

康

な

犬

で

ワ

ク
チ

ン

を

接

種

し

て

い
る

こ

と

③

ノ

冫
丶
‐

ダ

二
等

の

予

防

を

し

て

い

る

こ

と
　

定

員

先

着

二

十

組

春
用

八

百

円

（
テ

キ

ス

ト

代

）

※
発

情

中

の

め

す
犬

は
不

可

畄
怎

削
９
時

～

午

後

５
時

の

間

に
、

電

話

で

松

戸

保

健
所

生
活

衛

生

課

昔
3
6
1・
2
1
2
1

へ

会
場
柏
駅
東
ロ

サ
ン
サ
ン
広
場

圖
柏

市
商
工
課

き
0
4・
７
１
６
７

・
１
１
１
ｔ
１

沼

南

町

［

］
沼

南

ま

つ

り

1
0月
2
0日

㈱
午
前
９
時
～

午
後

３
時

会
鑽
沼

南
町
役
場
周
辺

圈
沼
南
町
商
工
会

容
0
4・
７
１
９

１

・
９
亠
８

０
９
り

流

山

市

［

］
流

山

市

民

ま

つ

り

1
1月

３

日

㈲
午
五回
９

時

～

午

後

３

時
3
0
分
　

会

場
流

山

市

総

合

運

動

公

園

靉
流

山

市

コ

ミ

ュ

ニ

テ
ィ

課

登
0
4

・
７
１

５

０

・
６

０

７
ρ
０

［

］
甲

種

防

火

管

理

講

習

会

い１１
月

７
日

米

・
８
日

原

午

前

９

時
3
0
分

～

午

後

５

時

会

場

消

防

局

定

員

先
着

亘

二
十

人

費

用

四

千

円

（
テ

キ

ス

ト
代

）

匣
1
0
月

７

日

丱
～
1
4
日

脚

の
間

に
、

直

接

市

内
各

消

防

署

ま

た

は

消

防

局

予

防

課

へ

圈

消

防

局

予

防

課

査

察

調

査

係

登

3
6
3
・
1
1
1
4

［

］
人

間

関

係

を

つ

く

る

話

し

方

講

座

1
0月
1
5
日

～
1
2
月

３

日

の
毎

週

火

曜

日

〔
全

八

回

〕

午

後

６

時
4
5

分

～

８

時
4
5
分

会

場

勤
労

会

館

内

容
実

習

で

学

ぶ

話

し

方

定

員

先

着

十

五

人

費

用

九
千

円

（

テ

キ

ス
ト

代

を

含

む

）

圃

電

話

で

皿
松

戸

話

し

方

研

究

会

・
石

田

昔
3
6
7・
0
1
5
2

へ

［
］
楽

し

い

年

賀

状

を

書

こ

う

1
0月
1
4
日

㈲

午

前
1
0
時

～

午

後

３

時

会

場

市

民

劇

場

内

容
毛

筆

・
硬

筆

と

色

つ
け
　

持

ち

物

書

道

用

具

一

式

定

昌
先

着

三

十

人

費

拑
千

五

百

円

（
テ

キ

ス

ト

代

を

含

む

）

圉

電

話

で
松

戸

書

道

教

育

連

盟

・

譲

原

登
3
4
2・
7
2
6
1

へ

野

田

市

［
］
津

軽

三

味

線

・

高

橋

竹

童

演

奏

会

1
2月
１
日
襾
午
後

３
時
開
演

会
場
野
田
市
文
化
会
館

昔

拑
千

三
百
円

（
税
込
み

）

圜
野
田
市

文
化
会
館

昔
0
4・
７
１

０
乙
４

・
Ｉ
｛
｝ａ［
ａ
ｒａ

関

宿

町

［

］
関

宿

城

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

ｎ
／・
Ｏ

Ｏ

ｎ
／
』

1
0月
2
6
日

出

午

前

９

時
3
0
分

～

午

後

３

時
〔
雨
天

の

場

合

は

翌

号

令
逎

県

立
関

宿

城

博

物

館

周

辺

固

関

宿

町

商

工

観

光

課

登
0
4
・
７

１

９

８

・
1
1
1
1

（
内

線
3
2
7）

「

」
松

戸

い

き

い

き

福

祉

フ

ェ

ア

講

演

会

1
0月
1
7
日

水

午

後

６

時
4
5
分

～

９

時

会

場

森

の

ホ

ー

ル
2
1
　
テ

ー

マ

「

介

護

っ
て

な

ん

だ

ろ

う

」

～

老

い

を

支
え

、

自

分

の

老

い
と

付

き

合
う

た

め

に

制

度

や

建

物

じ

ゃ

な

く

て

、

ケ

ア

の

中

身
を

語

る

べ

き

だ
～
　

講

師

生
活

と

リ
（

ビ

リ
研

究
所

・
三

好

春

樹

氏

定

員

五

百

人
　

善
用

無

料

圃

電

話

で

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

・
松

戸

福

祉
サ

ー

ビ

ス

振

興

会

音
3
3
0・
3
4

5
0

へ

［

］
初

心

無

料

詩

吟

講

習

会

①
1
0
月

７

日

・
2
1
日

・
2
8
日

の

月

曜

日

午

後

２

時

～

４

時

②
1
0
月

‥1
1
1
1

日

・
1
8
日

・
2
5
日

の

金

曜

日

午

後

１

時

～

３

時

龠
場

①

小
金

原

市

民

セ

ン

タ

ー
⑦
常

盤

平

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

宦

坦
歌

・
俳

句

・
現

代

詩

・
歌

謡

入

竚

醗

弌

初

心

者

向

け

の

基

本

か

ら

指

導
　

定

員

各

先

着

十

人

圉
電

話

で

新

松

戸

吟

道

会

・
塩
井

音
3
4
4・
9
1
9
6

へ

【

】
秋

の

陶

芸

一

日

教

室

1
0月
2
5
日

窗
①

干
前

９

時
3
0
分

～

‥
1
1
1
1

一
時
3
0
分

②

午
後

Ｏ

時
1
5
分

～

２

時
1
5
分

③

午
後

３

時

～

５

時

会

場

陶
松
（
市

立

病

院

裏

）
　
内

容

陶

上

一

ご
を

使

っ
て

紊

和

み

や
茶

碗

を

製

作
　

定

員

各
回

先

着

十

二

人

費

用

一

回

五

百

円

（
陶

土

・

焼

代

別

）

圃
電

話

で

陶

松

登

窯

之

会

・
小

堀

公
3
6
8・
7
7
2
6

へ

【

】
日

舞

・

新

舞

講

習

会

①
1
0
月

９

日

水

・
1
2
日

出

②
1
0

月
1
3
日

㈲

・
1
5
日

火
午

後

１

時

～

４

時

会
場

①
（

ケ
崎

市

民

セ

ン

タ

士

苫

耕
松

戸

市

民

セ

ン

タ

ー

内

容

や

さ

し

い
日

舞

・
新

舞

定

員

各
先

着

八

人
　

春
用

一
回

五

百

円圃
電

話

で

邦

舞

の
会

・
藤

問

音
3
4
6

・
8
7
2
5

へ

「

」
ス

ク

ェ

ア

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会

1
0月
1
2
日

～

平

成
1
5
年

２
月

８

日

の

土

曜

日

〔
全

十

五

回

〕

午

後

６

時
3
0
分

～

８

時
3
0
分
　

会

場

明

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

音

楽

の

リ

ズ

ム

に

合

わ
せ

て

、

誰

で

も

踊

れ

る
楽

し

い

ダ

ン

ス
　

定

員

先

着

十

五

人
　

曹
用

五

千

円

圃
電

話
で

パ
イ

ン

コ

ー
ン

ズ

・
柏

木

昔
3
9
2・
8
2
3
3

へ

［
］
ラ

イ

フ

プ

ラ

ン

セ

ミ

ナ

ー

「

生

き

が

い

健

康

づ

く

り

講

座

」

一
1
1
1
1

一
月
1
7
日

㈲

午
前
1
0
時

～

午

後

３

時

会

場
千

葉
県

教

育

会

館

本

館

（
千

葉

市

）
　

テ

ー

マ

「
身

体

ス

ッ

キ

リ

’
・
幸

齢

化
6
0－
6
0
」

講
師

日

本

ス

ポ

ー

ツ

プ

ロ

グ
ラ

マ

ー
協

議

会

理
事

・
斉

藤

昭

他
　

対

象

お

お

む

ね

四

十
歳

以

上

の

人

定

蕀

先
着

百

人
　

曹
用

無

料

圃

電

話

ま

た

は

フ
ァ

ク
ス

で

㈱
千

葉

県

福

祉

ふ

れ

あ

い
財

団

長

寿

課

昔
0
4
3ふ

Ｉ
・
7
4
4
8

隰

鵬

・

万一

・
4
7
7
7

へ

【

】
松

戸

村

立

雑

学

大

楽

1
0月
2
0
日

㈲

午

後

２

時

～

３

時

3
0分

会

場
サ

ン

ヨ

ー
ホ

ー
ム
（
八

柱

駅

下

車

徒

歩

二

分

）
　

内

容

小

児

病

棟

教

師

十

年

を

振

り

返

っ
て

講

師
中

橋

富

美

恵

氏
　

茖
ｍ

無

料

固

サ

ン

ヨ

ー
ホ

ー
ム

・
金

本

昔
3
8
6

・
Ｏ

り乙
ｎ
乙
１

［

］
女

性

社

員

活

性

化

セ
ミ

ナ

ー

1
0月
2
5
口

蚩

午

後

２

時

～

４

時

3
0分
　

会

場

ホ

テ

ル

サ

ン

ガ

ー

デ

ン
柏

（
Ⅲ
柏

駅

東

口

か

ら

徒

歩

二

分
）
　
　
内

寄

講
義

「
ポ

ジ

テ

ィ

ブ

・
ア

ク

シ

ョ

ン

で

い

き

い

き
し

た

職
場

を

創

る

～

育

て

上

手

な
上

司

に

な

る

た

め

に

」
　

対

乖

女
性

部

下

の

活

用

を

し

た

い
中

間

管

理
職

の

人
　

定

員

先

着

三

十

人
　

費
用

無

料
圉
電

話

で

剛
2
1
世

紀

職

業

財
団

千

葉

事

務
所

登
0
4
3・
2
2
5・
2
2
9
5

へ

松戸ＩＴボランティアの会講座

講座名 日　時 内 容 会場 定員/費用

ホ ー ム ペ ー

ジ を 見 よ う

講 座

10/12 圉

午 前10 時30 分

～ 正 午

見 た い ホ ー ム ペ

ー ジ の 検 索 方 法

等

文
化

ホー

ル
ー

丁

講
座

室

（松

戸

ビ
ル
ヂ
ン

ダ

先 着8 人

500 円 汗 牛 ス

ト代を 含む ）

パ ソ コ ン の

基 本 操 作 を

学 ぶ 講 座

10/20 ㈲）

午 後2 時 ～5 時
超 初 心 者 向 き

先 着8 人

1,200 円( テ キ

スト 代を含 む)

匣10 月ワ日㈲午前9時から、電話で松戸ＩＴボランティアの会

登36 ワー8889 へ

［

］
青

少

年

会

館

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会

1
0月
1
2
日

出
午

後

６

時
～

８

時

会

場

肯
少

年

会
館

樋

野

口

分

館

対

象

十
六

歳

以

上

の
人
　

持

ち

物

運

動

着

・
上

履

き
　

費

用

無

料

圃
当

日

会

場

で

固

青
少

年

会

館

公
3
4
4・
8
5
5
6

【
】
カ

ロ

ー

リ

ン

グ

教

室

1
1
1
1

一
月
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］
消
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日

収
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場

松
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テ
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ス
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合
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員
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十
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費
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円

※

参
加

費
用
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福

祉
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付

し

ま

す

。

惠
所

定

の
用
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で

松
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テ

ニ

ス

ク

ラ
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・
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へ

【
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秋

季
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ソ

フ

ト

テ

ニ

ス
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会
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1
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月

４

日
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午

前

８
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3
0
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受

け
付

け

、

午

前

９

時

開
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場

栗

ケ

沢

公

園

庭

球

場
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目

男

女

Λ

Ｂ

Ｃ
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ラ
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ク
別

と

四

十
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ル
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ル
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対

象

市
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勤
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在
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ク

ラ
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一

チ
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千

円
圃
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Ｈ

日

吻
ま

で

に

、
所

定

の

振

込
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十
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か
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簡

単

エ

ア

ロ
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ク

ス
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・
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日

本

〔
全

二

回
〕

午

前
1
0
時

～

幵
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時
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分

会

場

新
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市
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セ

ン

タ
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内
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い

エ
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ロ
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ク

ス

、

ダ
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ベ
ル

体
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、

ス

ト

レ

ッ
チ

体

操

対

象
五

十

歳

以

上

の
女

性
　

定

員

先

着

卜

人
　

費

用

五

百

円

圃
電

話
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ソ

フ

ト

エ

ア

ロ

ビ

ク

ス

サ

ー

ク
ル

・
金

子

昔
3
4
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［

］
高

齢

者

の

た

め

の

太

極

拳

教

室1
0月
1
2
日

・
1
9
日

、
一
1
1
1
1

一
月

９

日

・
1
6
囗

の
土

曜

日

〔
全
四

回

〕

午

後

１

時

～

３

時

会

場

稔

台

市

民

セ

ン

タ

ー
　

対

乖

咼
齢

者

、

初

め

て

習

弓

人
　

定

員

先

着

二

十

人

費

用

二
千

円

圉
電

話

で
明

あ

す

な

ろ

太

極

拳

ク

ラ

ブ

・
北

原

容
3
6
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へ

［

］
こ

こ

ろ

の

家

族

相

談

室

1
0月
1
9
日

出

午

前
1
0
時

～

午

後

３

時

会

場

ふ

れ
あ

い
2
2
（
健

康

福

祉

会

館

）
　

内

容

松
戸

市

精

神

障

害

者

家

族

会

土
曜

会

会

員

に

よ

る
相

談
（
秘
密

厳

守
）
　
対
葦

「
こ

こ

ろ

の
病

」

の
人

を

抱
え

る

家

族

費

用

無

料

※
同

日

・
同

時

問

に
電

話

で

の

相

談

も

受

け

付

け
て

い
ま

す

（
こ

こ

ろ

の
家

族

相

談
室

直

通

昔
3
8
3

’ｒａ
ｒａ
ｒａ
１

）
○

※
毎

月

第

三

土

曜

日

に
相

談

を
受

け

付

け

ま

す

。

圈

土

曜
会

・
武

井

公
3
6
2・
8
2
1
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愛

の

献

血

（
松

戸

ラ

イ

オ

ン

ズ

ク

ラ

ブ

）

1
0月
!
0
日

水

午
前
1
0
時

～

午

後

４
時

会

場

伊

勢

丹

松

戸

店

前

圜

保

健

福

祉
課

昔
3
6
6・
7
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8
7

健
　

康

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
講
演

ぶらっと
東葛

［

］
地

方

分

権

フ

ォ

ー

ラ
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1
0月
1
9
日

出
午

後

３

時
～

５

時

3
0分

♀

後

２

時
3
0
分

開

場

）
　
会

場

聖

徳

大

学

（
山
並

調

講

演

今

後

の

こ

の

国

の
政

治

や
地

方

分

権

の

あ
ひ

方
　

講

師
百

鷸
大

学

教

授

・

福

岡

政

行

氏
　

②

パ
ネ

ル

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

将

来

の
東

葛

地

域

の

あ
口

方

か

ら
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広

域

の

ま

ち

づ

く

り

パ

ネ

リ

ス

ト

松

戸

市

長

・
柏
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長
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定

員
五

百

人
　

費

用

無

料固

壯
松
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年

会
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所
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局

昔
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・
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［

］
野

菊

野

保

育

園

子

育

て

セ

ミ

ナ

ー

Ｎ

Ｈ

Ｋ
「
え

い
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そ
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お

な
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姉
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、

お

兄

さ

ん

と
歌

や
体

操
で

遊

び
ま

し

ょ
う

。

1
0月
2
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比

午
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‥‥‥一
時

～
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午

会

場

野
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保

育

園

ホ

ー

ル
　

内

容

ク
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テ

ル

ー
チ

ア

リ

、

王

健

（
ワ
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ー
ジ

ェ
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）
に

よ
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歌

や
体

操

対

象
乳
幼

児

と

そ

の
家

族
（
小

学

生

も

可

）
　

定

員

先

着

二

百

人

善
用

無

料

圃
1
0
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、
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で
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園

昔
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博物館企画展 はにわの十字路
～古代東国の交 流と 地域性～

「縄文銀座」とも呼ばれた松戸市域は、

その豊富な縄文時代の資料と反比例する

かのように弥生・古墳時代の遺跡は激減

すると言われていました。しかし、最近

の調査によって、古墳時代の松戸市域の

特性が次第に明らかになってきました。

特に、松戸市栗山古墳群では群馬系埴輪

（はにわ）、埼玉県産の埴輪・富津市付近

の海岸産の房州石など南北160*o ほどの

範囲からもたらされたものが出土してい

ます。それは、あたかもこの地域に古墳

時代における交流の十字路があったかの

ようです。今回の展示では、松戸市栗山

女
子
人
物
埴
輪
（
群
馬
県
神
保
下
條
２
号
墳
出
土
）

犲
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
提
供

古墳群を手がかりとして、交流の要衝としての江戸川下流域の地域性と交流の

背景を明らかにします。

団市立博物館公384-8181

会期…10 月１２日汢)～11 月２４日(日) 会場･

◆展示内容

Ｌ埴輪とは

東日本の代表的な前期古墳出土埴

輪を紹介し、この段階の埴輪の特徴

を考えます。

２.松戸と周辺地域の埴輪

松戸周辺の埴輪を紹介し、その多

榛|生を確認します。

３.下総型埴輪の世界

千葉県北西部の埴輪を特徴づける

下総型埴輪の成立過程とその変遷を

追います。

４.埴輪の地域性と交流

関東各地の埴輪を通じて、その地

域性と6 世紀後葉の交流を確認しま

す。

５.交流が語るもの

6世紀後葉の埴輪の交流に連動す

るかのような、古墳使用石材や土師

器の動きを重ね合わせ、この時期の

交流の意味を探ります。

日時11 月３日冊午後1 時から　会場市立博物館講堂　 講師右島和夫氏（群馬

県立歴史博物館学芸課長） 定員80 人（抽選） 費用無料

匣10 月25 日銜〔必着〕までに 、往復ハガ牛に住所・氏名・電話番号を記入し

て 、干2ﾜ 〇-2252 松戸市千駄堀6刀　 市立博物館「企画展関連講演会」ｲ系

(a38 ∠1-8181) へ

日時10 月20 日ｕ 、11 月４日脯・1ツ日(日)各午後2 畤から　 会場市立博物館企

画展示室　 講師本展示担当学芸員　費用無料( 企画展観覧料が必要)

男子人物埴輪(千葉県高
野山1号墳出土)

◆開館時間午前9時30 分～午後5時(入館は午後4時30

分まで)ただし 、初日の10 月12 日(土)は午前10 ㈲開場
◆休館日月曜日( 祝・休日の場合は開館し、翌火曜日
は休館)、毎月第4金曜日

◆観覧料

個　人
団　体

(20人以上)
常設展との
共通観覧料

一 般 300 円 240 円 500 円

高校生・大学生 拓O円 100 円 250 円

小学生・中学生 100 円 60円 拓○円

※毎週土曜日は小・中学生の観覧は無料です。

救急医療体制
健康保険証をお忘れなく

◆テレホン案内サービス

[当日の医療機関(待機病院、休日在宅
当直医､ 夜間急病診療所､休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

……≪366 ―0010

平日 午後4 時30 分～翌日午前9 時

休日と土曜 午前9 畤～翌日午前９時

◆夜間急病診療所……≪368-3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

……O365-3430
衛生会館内　午後８時～11 時

ス

イ

オ

ン
効

果

な

ど

、

そ

の

恩

恵

は

計

り

知

れ

な

い
」

と

、

緑

の

重

要

性

に

つ

い
て

語

る

。

町

山

さ

ん

は

、

昭
和
6
3
年

８

月

平

成

３

年

か

ら

は

４

月
2
9
日

の

み

ど
り

の
口
‥
に

、「
み

ど

り

の
日

チ

ャ

リ

テ
ィ

ー

テ

ニ
ス

ト

ー

ナ

メ
ン

ト
」

な

ど

の

イ

ベ

ン

ト

を

開

催

し

て

、

を

、

テ

ニ

ス

ク

ラ

ブ

の

運

営

を

通

じ

て

社

会

に

ア

ピ

ー

ル

し

て

い

る

の

が
町

山

昭

さ

ん
で

あ
る

。

「
都

市

部

に

あ

る

緑

は

、

酸

素

の

供

給

・

空

気

の

浄

化

や

気

温

の

調

節

、

ま

た

今

注

目

さ

れ

て

い
る

マ

イ

ナ

大

切

さ

を

知

っ

て

も

ら

お

う

と

、

寿

命

が

長

く

虚

長

の

早

い

ス

ギ

科

の

一

つ

で

あ

る

メ

タ

セ

コ

イ

ヤ

を

植

樹

し

た

。

ま

た

、

緑

へ

の

愛

情

や

関

心

を

呼

び

起

こ

寸

た

め

、

昭

和

砧

矢

‥１
月

３

日

か

ら
「
芋

煮

会

」
を

、

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
現
象

の
進

行

が
取
り
ざ
だ
さ
れ
、
ま
す
ま
す

緑
の
重
要
性

が
問
わ
れ

る
中
、

都

市
に
お
け
る
緑
の
大
切

さ
や
保
全

８
日
、
テ

ニ
ス

ク
ラ
ブ
近
く
の
南

部
小

・
柿
ノ
木
台
小

学
校
、
矢
切

高
校

や
松
戸
運
動
公

園
に
、
子

ど

も
た
ち

が
の
び
の
び
育
ち
、
緑

の

都
市
に
安
ら
ぎ
の
緑
を
育
て
、
増
や
そ
う

参
加
費
な
ど
の
収

益
を
剛
ま

つ
ど

街

と
水

辺

の
緑

化
基

金

へ
毎
年

、

寄
付
し
て
き
た
。

そ
の
功
績

が
認

め
ら
れ
、
松
戸

テ

ニ
ス

ク
ラ

ブ
は
、

昨
年
1
1月

、

国

土
交
通
大
臣

か
ら
緑

の
推
進
や

保
全
に
係

る
普
及

啓
発

に
努
め
た

と
し

て

「
都
市
緑
化

功
労

者
」
表

彰
を
受
賞
し

た
。

今
年

の
５
月

に
は
緑

化
保
全
を

目
的
と
し
た
民
間

組
織
「
ふ
る
さ

と
森
の
会
」

の
発

起
人

の
一
人
と

し
て
、
市
内
外

の
山
林

所
有
者
ら

に
呼

び
か
け

、
会

を
設
立
。
同
会

は
、
病
害
虫
防

除
の
研

究
と
情
報

提
供
を

は
じ
め
、
保
護

活
動
の
理

解
と
協
力
を
得

る
市
民
啓
発
な
ど

を
行

い
、
山
林

の
保
護
に
努
め
て

い
る
。

「
緑

が
少

な
く

な
っ
て

い
く
中
、

私
た
ち

の
活
動

が
少
し
で
も
役
立

っ
て
く

れ
れ
ば
」

今

後
、
会
員

が
行

つ
植
樹
活
動

の
支
援

、
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
育
成
な
ど
を

柔

疋
し

て
い
る
。

都市緑化功労者部門で国土交通大臣表彰を

受賞した松戸テニスクラブ代表

松 戸 市 民 運 動 会
地　区 期日・開始時圜 会　場 穡　目 問い合わせ先

本庁 10/20(1日)午前8≪30 分
南部

小学校〔雨

天の場合は体育
館〕

グラウンド・ゴル
フ 、運動会種目

石井
s364 一刀22

明第一 10/14(10午前88330 分
運動公 園陸 上
競技場

グラウンド・ゴル
フ 、運動会種目

草澗

容36ワー4ﾜ81

明第二 10/20(日)午前8時30
分

〔雨天の場合は10/26R 〕

運動公 園陸 上

競技場〔雨
天の

場合は上本郷第
二小学校〕

グラウンド・ゴル
フ 、運動会種目

染谷
Q362- ∠1632

矢切 10/13 ⑤午前8時30
分

〔雨天の場合は10/14R 〕
柿 ノ木 台小 学

校
運動会種目

宮下
公362-9ﾜ2ﾜ

東部
‰ 熨 罌 ‰

第五中単 交 運動会種目
河上
25362-4803

馬橋
胆 示 談 慓 ‰

八ヶ 畸小学皎 運動会種目
坂田
音34卜1 刀8

常盤平 10/20 剛午前9時 金ヶ作小学校 運動会種目
石川
公38ﾜｰ4558

r7 ｀ 10/13(Eﾖ片 前9 聘

〔雨 天の場合 は10/20(1日)〕

松 飛台 第二 小

学校
運動会種目

瀬谷
昔38ワーOﾜ09

膤
10/20臼 午前10時

金ケ作
公園グラ

ウ
ンド〔雨天の

場合は常盤平第→ 」俘校体育館〕

運動会種目
常盤平団地自治会
S388-936ﾜ

小金 10/14 爾午前9時
小 金 北小 学校

〔雨天の場合は
体育館〕

グラウンド・ゴル
フ 三重動会種目

竹内
Q343-8146

小金原
畿 混 乱

市
根木内中学校 運動会種目

小金原地区社会福祉協

議会公図B- ワリ ５

新松戸 10/14W 午前9時

馬 橋 北 小 学 校

〔雨天 の 場合 は
体育館〕

運動会種目
宮井
fs345 一ﾜ096
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日 胆 …11 月４囗腑午 前9 時30 分ス ター ト〔雨 天 決行 〕

コ ……･二で72､･･･下 表 の3 コ ー ス( ゴ ールは い ずれも 運 動 公園)

定 殼レ 各 コー スワ5組〔1チー ム( グル ープ)3 ～5 人 程度 〕

費 用‥１ 人300 円(当 日 、ス ター ト地 点受 け付 け で徴 収)

中 込 用紙 配布 場所 、スポ ー ツ課 ・常 盤平 体育 館 ・小 金

原 体育 館 一柿 ノ木台 公 園体 育館

申 し 込み方方 りO 月25 日廁〔必 着〕まで に 、申込 用紙

を 直接 ス ポー ツ課 ・常 盤平 体 育館 ・小 金 原 体育館 ・柿

ノ木台 公 園体 育館 へ持 参 、または スポ ー ツ課 ヘフ ァク

ス(BI369-4254) する か 、往 復ハ ガ半 にチ ーム名 、コ

ー ス希望 番 号(第2 希望 ま で)、代表 者お よび 参力[]者全 員

の 氏名 ・年齢 ・郵 便番号 ・住 所 ・電 話番 号を 記入し て 。

〒2ﾜ1  -0064 松戸 市 上本 郷4434 松 戸 運動 公 園内　 ス

ポ ー ツ課(S363-9241) へ

コ ース名 距離
スター

ﾄ 地点
コ ー スの特 徴

①｢先人の思い
と生活｣コース

３．８

Km

ＪＲ松

戸駅

昔の人の生活道（くらし みち）

を歩いて探って見ませんか。

②｢ふしぎな話

たくさん｣コー

ス

２．８

Km

ＪＲ北

松戸駅

松戸 の七 不思議 のいく つ かの話

にふ れな がら歩 き 、知らな かっ

た昔 を振 り返 って みません か。

③｢ ト ト 囗の 森

の物 語｣ コー ス

４．２

Km

新京成

八柱駅

秋の森 の 中を歩 き 、自然 に目を

向けな がら ポイン ト でゲ ームを

楽し み ます。そし て 、最後 は 卜

トロと 一 緒に記 念写真 はい かが

です か ！ （ｲ建脚 コー ス）

人
ひと

･･市立博物館企画 罠示室

テニスクラブの庭も自然の雑木林のように

町山　昭さん

｢衛生会館所在…竹ヶ 花45 の53｣

松戸市ウォークラリー大会


